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1 A 1 :f JV Jい°'d.., 3He 翌身1 による現反応笠成物 I"-.., 9J 7 

0本聞表天ネオ廷悠虹r
｀立尺弓理宝卸•日本原キカ妍久所CRr s) 巧都立尺含理り部

｛目的J テ ,v,v"' J..,, 3He 反応によよ詩亥反応生か叩 1こつ｀ ’7 詞へ、そっ叱穀を 1うつ互。

玲，こ／ス31, 130]• I93Xe.存とを打象として冴JJ起白繹麿、）ターゲ｀ット収年、町昂をt:..とめ

るたの， テ ,v,v を亀着して功～30吋／グのフオイルをフくリ， 二れをスダ｀ブ ’I 'C.し
マ理吋サ 4 ク 9] ト\]ンず必砂奴I4ev の 4 ぶよび‘3Hc粒ふを旦知して該反応なふ物を

謡べた。 翌射エネ IV ギ｀ー乙それぞれの試挽のり知争み・よか｀茄起ヽ西線さ屯とめて 9 日

的の該箱をつ<.. a のに通 1 3 照豹条件も唆討し， ゴ 5 に 4 反応じ狂反爪ミとの元較

を臼った。 iた． この際↓ム立砂必れ久尤如て｀、み 3‘可 9こフ 1）了ば特に注目し誼べ｀た。“ テ、VIV Iふ脆く 1 第磁も 7.( ることが困難しJれていたがミ 、亜テ，レ 1レ億カ
リウムのカセイツーダ器諷Te.. I 四／'..e. I NｫOH fOOi/.e)を用り，鋲線を渇硲紅メ
の餌坂を陰玲江 L た円尚択．0)硬策ガラ7...唸質慮巳，U を直的 IC'{ 存•フん 3] 室温］

圧A／叩よ<TJ屯氾径.fg:_ 1 い 3o ～夕$分向危店€行り／ 辺 ~3〇 mツ／―叛プォィル令沼氏

電着終 3 後1 テJV Jl-1を銅坂ょ）はぶし， Xe <T)棗逸を防ぐためア＇レミ箔（/0 /4)、く

乞ヶ幻 (0 攻をスクック＇こし 7 翌紅 Iご泊りた。

`; o<. : ロv：三□ I` 生；：一言:; : 守::1直(Mev)
四Xe O.O'f 0 西Te (<:i.. n) 10 吟＜€ Iなた（咀€，功） ふヽ

0、 I I O 1年Te (d.., 3n) み8 923Te(3He，訊） I 3 

0、 I~ 9 I23Te （~.4叫 3ぷ 叫Te(3He, it-l1) 砂

13ーI 0, 66 ? 函Te （;,c.,pn) IょJC
IJol 1可Te(•He. p) 

゜c. 7クj 130 Te 低． r初） sO、クo 1301e C1He. p訊）
”f 

これを考虜しt 錢～匁Hev の必ぶよぶ‘3lfc粒．手を用い , ビーム惚甜i o、8~ 1,/a4 

て］ ユ0~30 多向絃射を行ったそ9

瞑知矮の各フオイ）V d.)加釦能 I J C::r e(Li)半導儲検出器（ 16' CC) とス，レケケャ

ン名 1し凌高分莉蔭IC 呼今ヤンえ IV) を用、）凋り定した。

す鯰の言↑数足戸，国一の浅IJ定条件て］ 祖阜ぶ差泉線尤(l A E A 検定”c.o'叩b., 13嬬

-J 0-



` 60乙計を用 I) 7 五｀のた，
3 た， 入知払ふのエネ Iレギ'-r.J照身Jのつと‘凌の式｀によフマ屯ゎ£.b‘： その雌渡

は土/ /4 "(言われゑ。

E =0, 108 fW. 

ただし， 丘 I庄入知粒手エネルキ" -(MeV), .fは恙園汲加虚宦極の厨浪者な(MH2) M 

1よ加速粒令の噴薔粒ずある。

j" 1:,·にテ、レ，レ中の必 9 3He粒ふの設雑 1：つ" 7 I ま [S ternheimer, R. M ．'P4;戸• ＆凶竿

I 3'1, { I戸）］に享プ',, (「邸維ーエネ ,v ギ＇一肉 1系曲約をフ＜ 9, 各入タックこ‘｀とのエ
ネ Iレギ｀—算出に用りた。

入知粒ふ数 r;fターゲヅト木 IV ダーに括続した和幻伍⑰必ょふ辺7区なtよJ来＇

めた，

以上の系告要より惣貼終3 暗の＇汀 ＇茨＇’゜I 等の生応量（仔9 も求め， つ｀フず核反応

扉面墳（m.-b), 励起曲緯， 唇ヽ） 9- グ｀フトり知率曲魏を幕出した，

なみ技知聴lb] を七ノ 生応該純の年滋期を T, ターゲ｀ットの原ふ数を IV(~ 各靭

心） 粒ふ揺まを I （粒ふ粒伝）， 生硲枝撞の生応登をA (cl.pS), 倉紅0 係数を［l-岬
(-CJ鐙吟Jとするこ，核即訊碑績心い砂式f‘与乙られる。

o. =- A/Iｷ N・［/-分（久ヽ'13 研）］
［結男］＇打を生成｀するk,JJ起迪線みよぶ‘j象 9 ターダット吹李ヽ担維の一私りを示§。

た乙えば呵の牧年は 38'M-e.v 0 3He翌知

マ'‘紆， 3 心／心4•I祈 1’｀あるが， 一方 38 

11ev(/) 人翌釘の収辛 Iよ I 知 0 心GんAんr•

て｀ある。

1 た ‘叙e'3ol の生ふ｀につりてもり知斧

は飛眩射の力ふ、もかつた。

これiの綽果よリ，o(反応乙既反応

にぷJ 12.JJ, lilo~ 茨’吹e,“知らt‘｀の

生応、：： 7 りて北車支検討と臼 h).
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ISIE以p, 4 YL) 砧/--:. f-~以辺碍＇唸4 」訓製五心
1 A 2 反衣とっいて

〇犬技研
企天た捏

/iヽ打和ス
と杉正諏／叛江正信

仄如体＇ム『姐畔終工文＼ギ｀ーが俊V, l E双＝ 3 ． I '8' M2 す）：：曰及が乏り仏
澪的拳翫類（以忙ガ‘ら A爪幻（也の記面アフ千／イド諸棧裡の応ム芹ac.er と
レ乙頑桁ヤゎ校種＜‘•ある。

心~:生成1<1ざ 'rl勺［＇立）＇し(1 U`• I芦（f， 6 ぃl”句知和
叩きるか. ::..-1\-ぅ反応 9 起炭滋、バー↓ぷ留汲た ✓- ふフく手成す 4 年 Trfら'..)‘、 9 二·
己）石国喝パ昧祖釈Iげく知ぅ芥乙いちr v-.和＇呟召 II/'.紐知小 ·s いがメ
“すd ＾ぐ，ヤ←ーるべ｀逗かし遺刃：：：：めへと0)祝嗚孜這知湮
手·-rt- J 1) 

度豆
匹四恥但＂ふ，己脚認9 れ起恥衣{0\叩は箔硬が全；知ぐ応 r=- 。
Eメ 1- ナ＇ッ臼 EI(ュらい19. 9 %)粒末-~ -r乞トン中 1口槍喝3と， 10007

9乞戸'f/‘Ir7/,u.瓜 4 A{ m,て介泣崖：：：チリtm心r-= 。ン2 砂：：：り、 I-午
•V z．戸ぼ“心炸戸1バ 1-I"｀ソトち碍，幻l. 1 応スダツブ l符出⇔•
批印試料とした。

邪知l』は駆ゎ：：／ -;....7U すイ 7 ロトロンからの S I ．で I心7霧うにず ),0ぷ

月A.<‘`3 考洵乞 r-:: 。
ユ日印冷知叙、沢3 コ星の到楚召手「-::.
し1) ぶ (AA) 検•りんふッ飼加定噴之
｛と＼ふ乏しL..；＼屡浴k J:.. 3 01終ス．や 7\- 1いの帝Iえ、

(3）てし叫人ナイトレ― )--1-::. と 3 X I-ヲ ‘7 7 ぺ祝巣
吐） 4とダ月泊は 3以か検•叫と;;; ~Ji 1 ラ 7 シづ‘/ :7)久スヤクト戸ト

亡とロJ.，分｛L埒冴紐心外手〉に貨 9 fてっ

E·ダ芯さ 3N-Hぶ凶 I::. I-り党蒋ぺ Aばり IJ:.す‘‘ン・ Hュガ｀スさふ rて綾、
Z几―f J I ヅ｀＇ム I-=- ふ＇）ビA 直）之 Eu l1[）に多乏ッ｀己と己 50りい L ·t..和餃ぎ叱
・び紅した。さら l::. .t.澄シ淡l合改｀［ダi.“牧竜っ己J t玲< rてめ比 SO午ぅ〇裟 1-=- 、
り云4 乏笑充a. TOA LTri oダ；し A~～．）徊名にとりーム1 ,J'J玲五サ桜、租
届~,こ←り年 2 双窃和作略ンた。但炉叫互頓渓v.: \i"'尻＇叫ヵ心知阻いた
が，媒差が入3 が）た T::. り,.z.4/,4rttぃ心汽我：のf這の卜／ーナーと以阿,/I..
元凍彗式分）ノめ 0.
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［特果J

ヤ1国［い 7 いパトリ及仄心知麻激吼笈り出叩：：匂如X己
) r;;:1｛釘わ I切釦釘数乞示す・t: r: ;&,--=.言rJf-V-l刊ぃ•f：：：核ァ\-7 芝ネす。 I`a 1J‘らヤが
-“?) -:::,＇ケ贄A 印成筵りローアI-! 37～謬 M四パ灯 100 爪b ぐみリ，
5()M汀紅臼心3 Ed l f 9 砂） ！心廷凶；ヵ＼｀•井らい。／心g己り外

心）司釦伍匂 I・心（如和ぅの末心入叶仁いパ3~ =--'c:--.反ひ｀．＂えれ）
廷サ雑和予び）反紀戸てべ沐ふ卜＝匂在仇‘以切伝至函汀‘ーダ h\'生
炉”‘/ r-::. ｀多に示しf：：ずう lて”知礼奴皐ひ｀・年衣釈パ知た厖V' さ，計釈叫
”戌該芦汗'c`全各たると絶釦捩広f ±立）呪祥虔這えらわら。
幻I翫匂のパス＾°7\--1レの何こ禾す．二仕執汗\f, I吋G4 の釦板が知ベ
む嗚紅知レギ‘/l：：：汀~· f ~~のく｀、古4乃心4 入幻謬悛心朕-0··『尋友
が釦‘ら 1卜如ハん啄愛バ淑北z..'<,夕x/0ーケ賃埓た。
以工の咤沫かう庄名4 ＾孫釜l;-f-.ぅ4-4-D lv1.辺一刃渇夕ぐ‘距印 9 ざ·の b＼渇［＊后

如·、 I咬危5わ疫入りtyいと残肴ェやか
戸設紺鑓声知「~ IS/石u ＋・『知｀｀／豆こu 卜 P 砧万·起）碑釈パ澤ほ

いっフあリーニ小と鯰埠とq •虚¢J＼ヽ乙が発みーり＇る七＜｀ある。

表 I 

Nuclide Half life 
Radiation Branch Other 
de-tected Energy abundance value 

146Gd 48.3 d 154.6 keV f 4 4 °I。＊ 1 38 °/。* 1 

乱
1"Gd 21. 7 h *2 229.3 keV r 7 6.8°I。 35 h *2 

*3 
全

I“Gd 93 y 3.185 MeV 01 1 00 °/。 84 y *3 E 

`— l ヽ 9Gd 9.25 d 149.8 keV r 4 8 % *9 72 °I。*‘ b 

I“Eu 
16 

54 d 550.2 keV 『 99 lーo 

*2]図 E
~゚ 50 
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1 A 3 （れ， T）反跳、：：：よる荷危と運祖1エネ Iレギ｀ーの須Ij足

阪犬・エ 品）l1 睦哨 0 面求 易寿成

1) (n,r) 反恥紅履跳によ l），萩反応屯成物ば運勧エ危しや--t叶うし
ともに，叫庫将lこよってイオン化すうことが＇難侍さ礼る。 1 国のオ亥反応によっ
て双疋伐するみ迂o r嫌りf.,.、め， 互のキィンセレーシ 1 ｀ノで運切1 エえ 1しや｀ー I d. ~礼
1.iレ・叉ざく 1く V\ ·f.-あううぶ， ぜ礼·(••も助本麦面で•お‘3 に核反応‘て｀i, 冴の東面を
顔礼うことp\`‘で‘さぅ·をめろう 3 (, T) 反応．こよってで• 3 う后岐嗅·1 内輝応··
恥庁訂ぅ 2 とiJ‘．．め 1, ＂？釦硬諺訊釦いにつ V‘ ー（主におこることヵ＼凋
侍できういう）純vヽて合こる 9'ゞーカ｀／ジー灯スケ...-ト- 1:、)多荷咆イオンかW£ 奴す
73 。i} 2 、1;)よ‘) f遠及知喝ぶ、お 2) i：：：洸Iぷ·名，もす"rr (J)瓦趾によ 1 連勅ェ
ネiレや｀ーい化、’如冠武叩燿濱素面tヽ冴畔ふ属危．＜泊砂••公:.,.ても C の表

, 2) 

印窄i(_J娩いて氏＇節鯰，？う 9 ：： ／ゞ｀ー幻｀／う一灯スケート‘i、:,J:'Jて多i函：こイイ
ン似fる。 ~x,.,Y ) <, 2 し）イオン， 3 も ~o) 国体逗互作吊すること 1J. <名腐ル＼’
瓢）孔うこ l1'ぷか 2 §),9 ::I>, 2 01 /1パ筒砲7゜／ート，こfi 3 つ，iう／しJ
な着 2 ¥L乞
み ド五； 1 こぷツ、、こー秘：J・ケ｀ー：：；人ぐり卜 U メーダー乙屠おf ？度、爺池 1こ行入

して、9 )̂ J、)か知こょう並ぶエネJンペ‘ー‘乙吃百、ふ和乏稲：著•I 9 ／鼻9、。 2 し9；）ケt'ーパヽ゜

クト ‘U メ・タ・- \~つイイ‘式文としら合‘危よ元i：：： ＜よjるに‘,r 急べ裟粁乙宅りつ 11
か，9:. 仁うぶ｀，こ‘和ィンジウ久応ジら羞虹滋秘ヵた年以 2 もた b iJ）と
々ロノ；ヽi f履シyた。こ') t)  1i炉知＼ーン Hぷ＼、も、i)}応訊閃ヽパ，
氣だ虚，こ凡茫祖グり 1" 1 -I ✓ £喀，｝）＇i そ、／上に緬ぃバ沢ぷ虚記そを、ヽぐ
わぶ L 、.m J 3 し 2) ~; ` ），こ: -（疇’ン：こイオン？原、心を圧·とが 1r (,  Z 2 •そ
<9  j i..:1 4‘／と押し公｛こと，こi：，；る。
も、し、，J己ふな；よ三，← li iッく、9 3,‘：ぅ A- 、／，よ人り、1 卜乏謬すうこ"..,(ふ I.<,

ぷ尋い，二｀‘-入ン后，｝）印詞＇丘鯰喜 A.、｛う、名。 2'ノ釦紐這、這Jヽく，，．；ズ
ン心そしン后党にごゞ... •;,.9ー 1主岳、，負覚極、1)):,_ iこ奇，；；今グ） レ：こく隠嘴と授，，，： v人着
さ Kし a やこン手；げよ．吃砿ぐ) ; ;' 戻竜臼ふ I姦よ元，：：が＇裟メ、yヤノ｛こもウぐ
ぷi 'd V 

む立弘ぷ 2 1ー＇9：：私,;_ I冠碍'9｀ば閲訊l`/Ig．：、ミ 9 -矯ばし rこ，この 1くめ，
4. ~.;)ぶ孔ふり厄：どふこ，こよノ＜災射、と2 {：ク、；〉以違 1 こt又ンー 4; 2 。 e々(i...l)
念武浮(JJゆ必． PH.A) で•特足f)エネルギーのガ’‘｀ノ<l -憬こっ、、て， ズの祗度と
剤定してイオンインテンシ和—乞咲克しに。最終.g勺＇i：： ,1, iK舘~メッキしf：：危忽極

-1 4 -



を小さくか 1，令碕の荻射能叙度を兎I虔し，ケそーシ｀•分布と推定すること Iこ
ィiる。

2 (J) Kャージスペグトロメーりー 1詮和ガ＇ラス嗜和七、ソトぅ礼て分り，ぁ
うかじめ拡樅ボン西:.琲氣している。廉J炉で照射する前の真空笈心iまゞ／グr
珈．と推定さ礼る。
3) 回 21i繹の恥証紅比の全紀｀／ジウムを誤料として用いた湯伶0)今•

>(-ジ応くりトルを示しにものである。ふ1)で述ぺたぶうiこ，イオ｀ノ化が咀請甜象
→ベーカ｀／シーカ灼ケードいう遁混繕Lってあ‘てる 1砂屯当祭、｀危荷賛 lまあ
る祀腐のヒ:::.う（党極緬片のある位置）で最欠値を持っよう T~^ 型と 1Jる 1i和..あ
る。祇料として，鋸釈面に融着しにイ｀／ジ｀ウムの息み b\"相当ぁり， 2 <f)よ·〉 1“
才ヽ／煮叫，固雌紅 liで（よ<,比転内部でくゞ 3 ［こイオ｀／バ製缶ャ，＜況心
すこしっ芳えう札る.こ(})よう讀令r-1~, もとの固体と核誌‘で•で 3 幻イン＇
し煎覧荷知知起 2 ず 2 とも以分かえう礼る。 し 1＜ヵ＼••って， 1A吃荷制 1こ危店分‘る
叶昏ることに 1ふに遣克ずる。
イオ‘パl さ公し祀Ji. (1 オン和°レートとメリットの 1釘，こか,t ~危Ji) i;_平行

印認極iこか IT 1 `いる祀和＼＇屹礼冷［最直ふ· Ti灯＼っ 1：：しいう＞とも芳えう礼つ。
ガイイジ5i 3 広］紐の最道i凪をが1\·· ¥; ~すししもtこ，該料0)息打t．喘診ず

2 と訓，このケャージ入＜ク r o メーダーの鴎fヽ＾と表として今筏に和＇さiし［こ
疇である。-s ; v:1む叩遭嘴分約いう，⑫， r) 乙応べよる）オ‘バば鰈．乞
追求するc

ぐ年危文献＞

1) K.IV如ゲ心， K. 肱必， H．乙、＇少砂乙＇ん， N. ，万＼デ・'t加t ,9~．こ砂·ヴり、ダ，
凡な…尼ふぷぶ／牙 9 忍，＋ご、、＇，；心）．

ス）よ L．加＇幻戸‘とヤi必仏払ぬン,;,c.ン..,I
ご．互1ダ心・み·, g1, z,.,:ff \,II匁）．

イオン療 ‘ 
たサースリッ~ _ .. r平行乎厄

／9/ 鯰

i-¢==三\ ［＿ーム ーノ _1 

1+----1, _j 

{ L9淘｛コック

図 1. {•ね， rr准i今イージスペクト 0

メーター

峙ー
峯 ().5
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＾や

r
‘

ー
ー

1

ー
ー
！

J 
iぇ 3 + 
←訊直

鬼袖碩わ泣置（を極z:5，手刀＼にも（り）

図2. I)ズン茄距紐
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1 A 4 知g二重中性遭‘iY反応断⑪積

（廃邸） 0間殺俊明·馬場）冬・天野愁

／捻言 叫ヵ(JJ.29 咋紐）の中‘l団濯獲 I: よっ 1次磯反応が起る。
26惰

(•) 
o. 0 2'1七如

• 
2'lM8 下五た→叩
（叫 Y) (,.,l.、 r)
< o.o'f釦 0.2 35"圧

• • 
万下r→吹号→長（冦）

｀”が‘几9[) ;;z"Mg疇前甜炉匂と厄佐 l)により的営を用可：咋瓢
知ょっ這究された硲、謡位を検払 1’‘ さす()•四如ルt以下と＃蒻さイば、、台。
濱店豆、年（L^＇）i知器詞ヽヽ r：臼急慕パクト＇レ嗅j定によっ1. !.!り汗Mしの品、，
1釦碍られる雌しを得たので、こ（Lさ養した。
双駿怠四⑰虚巧社製 spと！ー鴫1 脅ぅウい約 3な鐸羨
アンフ゜叫：年｀／コ/\ iレト・（ I／ミニウ＾／合金卯虹束毛;::::ダーと共i: JRR-2 
遠叩屁に；013 'Ii,／砂,..... sec.(J)照知ば噸螂厄 Tこ。
数疇ぽ濃頸滋解した後、砂うン 7゜で条舒遁した。沿諷I5m£ 乞
加えて＇濃頃蔽ばし譴A ズン譴ゅう＾ （砕‘9豆か SA#I1 /99/•2OO メ｀｀I シ
J., 20が Ig。…1) に己，う農i品緩応m£ 1"H;2十を通過，さ｛た。 これを遭締し 1
がら) hN HC(1`'渇 L r-:.f食イガンた1袋ガラム（J)ょ辺兄 SA 井lI”’~2ル メッジ
.l.,I Iが /20 如＾）にpo ぇ， 6N Hば 204 五ir 凶通過させた4．変，茶発釦fil L 
た。的 /0.,,,fの I卜と戸滋訊 I -r易 1 ガソ如知ぅム (H 空，・辺＇心'.:rn. Sk#1J
/9炉 299 メ "I シ;J. I 必が 259 如＾）に加え斥。約210 戌’の水む流した後、(J.SA/
叫／399/m紅｀坪1, ('7l,?)吻ぇ反応によっ 1 生じ‘r-..z.吹厄隙去しJ IN Ha 夕79必
1.、ゲ這紐 l た。これに／0% リン爺平桑ニア、ノビニウぷ麻液290 、llll( t,況アンも
ニア］ドを加え心叫疇を沢殿させた1災口達凡 61V HU ず滞解し 1 f.,Zシ）
ンダーにとリ，條積と汐バとして年e(L;) お厄器℃了緯人ぺ 7 r ，レを視憐もした，
このジ〗．J. ,..1 -1：：あ‘(]町、碍訂裟交ヵ条ば舷境の coこ這含l.:,C。 -A姥合合も塩
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酸蕩解して仰呵£と l t-..ものをう則走 L 1.較正した。この豫 II 乃£机／332 ＆汀
疇 r界の周叫博｛の出(4%) を行ない，計応h和パいパ疇犀/J
訊埒源のそれを用いた。
塩泉仰使/l.R.,C. d)f晶扇文によっ 1, 2万疇)?~／伶€立戸I鱈
叫I 和すの I、さ農といの咄記Afの放払する／777紅の［平夜洪した。J凡
／クク1 必eV の厄勘・乎潤肛 2} 吟閉t‘‘あつことが鴻かめられた。

C。 -Al 今全中に生氏したt.oc"の曼1}ヽら，辛戎知27::;- 牙，叱otf)甕町竺｝啜双
即叫り四”を用ヽヽ 1 愁．叩＇生り束ぷ'f )(/0'位／ぷ2. MC..を得「：：。
｀ワ）ユク⑤鯰碕輝□7 釦＾，咋11 の手戎郎 9. 'f6”り吟の
ゎ麗I•2 む，熱町琵束、ヒ°ロリン記督シ”"ぅ広 l:.. jっ 1ね訊
炉疇環ヽ‘，巧（九『）ょrたり疇疇疇 L -(9•Iり認知叫昂
た，うた、周様な類駿I ：エ｀J翌杓’竺十系砂／'t) /3 ，几／ぷ•必C ，的叫 2/7士及呼
伝如しを得た。

巧む百噂疇とし 1項如Al 及国｀石茨アンプiレの S^`‘: J国次の
認疇えら豆

窪・憂7 呪ミ又叩 305.:ジ亨’S4’ （刀、的｀｀ょ 2"t11 詞j V`2:28，冴
知さ孔 E 巧叶虐扉fるに 1」＇心疇□砂， 1‘｀る切讀7).)如 I：ーセ
ント 1``C im ic‘ ら凡 S；の駅（び）紅：：雌碑復がこの｛這噸i.、数ミりハ｀｀
ーンであることも多危］ 2 と／これらの反応は、連硬ぐさ＇ク：：：乃人ら孔⇔。しから
虞疇心い魂度）ff‘m廷度ずもム‘臼，O{）t J公CHg⑰t)“外§誌‘lこ
よク妨名が起 3 るコ考えら｛L るのグーし｀｀ iこの、ぎ［辰討と行なう。

l) Lヽ巧 ~d L、y丑， Cが。］、 ~x. ~'J厄：ふ17)
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1 A 5 . 1- 33 寸示｀ょが23吐ァ惣屯l往各誘起稼分梨！こが‘IT彗囀げ和

釦項研 ：否鬱麟青今匂諏森閲后丈

1) 芦如熟叩l謬該、分裂て｀臼訪電脅l仁丘に約< (J1人々によって痴I定さ
れて、）る岱領覺椒 I 30 ~ /3 6 て｀ぽ＇和彗及が喝手りズ尼’“影響区
知ら疇履砂謡‘函艮が冷印中に誤応J＼わクし1J‘レこれ叩近の子＂ーダ I手
疇 0 一致があ壬＼）よくなJI)た応、二元和硯屁J{,1分心k]屯各放多、（こ？汀違弦数
汀渭で和） t1)が、叙‘ば祀げ浚嚢である汀‘3]硝でな） 3 :: (/1質量李噂噸｀n 吼't：：
I 3 I 、 /3 2. I 3 3 の逢餞二ついか1 認 3 炉噂し＼濯電知合がりがうよ
ぅ].((/I1耀でバ紅疇口(.`めた。否だ::Z.33 1J疇分裂てバ蔚吃有応嗅菜こ
遺ぽタクくな,)ぅて｀‘、 2咋可と同じ萩紆lこついて．り紅収玲tぷわI和店↑せ唸籍鱈咋
在比紋可 b こ Z iこした。
2) 235 ブ星，-j° 233 寸っ，｀ ！叫をKU I< 。ヽ知疇戸げ楓釘し｀°'71'.らb 、
T｢  tの中釦狐ぎ、へ 2 元表の一綺互分吋麟も加え｀上言名元い—っヽを迅逹
疇行裔租レて知くしi)検文、惑て‘4 Y祝を現iヽてし虹、厄可る該稽の王，へ量を祝つ争見
豆手：：ころ乞ヽ込み宮沢黍｀，いを 1乳，、）で稼苫レ、 1衿口碍碁箪化レ召知濯
疇、立叫又弄\c'/ -r::.9 そ逗畏を印ie I 疇可 a l ち l 、 1 3 2̀  [3 3 這錬てーぱ
疇ワ、．”3 ワ： 2 つりてそ八:--r_·か， 3 ｛詞ニヘ忽立収、か‘卦J・・芝ざJ＼ていて、こ八，二よ
-7 てそ疇ンぃ露”‘采い、危ぇみ＾る。文こ-:::. J＼み，n疇ち謬鴫い()
o 、‘I や芦疇＇し哀，1\::. にって衣｀しぅラクfふよた梵 1 I l:::. 子;1" :> s妬.:)名： 2
よって·；r:_` i）ウ」＼r：：：っ窄了で沼謬℃此穀可ろ乙そぶり互耗要＼ヽざくなって、，ら
以J、負：‘--裂していて· ；初吃鍔、て｀＼認奇吃う石，，ヤ打‘ヽ・盾しくべぎくなし•)、 |3 う一
亨知‘、J姜ヤが汲ヽなら追叩‘訊き戸‘疇でつ＇ラハで。;-i: 1., て：：： n 峨裔填史
，1..:: 八、 2ろう寸介岨含．巧孔ヽ• E う：素7 ·:j"へら。こ人ら疇電分そ心鴫
注9)ぶヤ彗裂久こ釘可ら彰認:n炉釦定量紅魯噸約砂1.)ヽと｀、うが l ：：ついて；工
冦袋ぷ賃追灼ら 3

Reference 

1) A.C.Wahl et al., 2nd IAEA Symposium on Physics and 

Chemistry of Fission, 813 (1969). 

2) P.O.Strom et al., Phys. Rev., J:.土土 984 (1966). 
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Table I. 
Cumulative or independent 

233-U 

% yields of Sn, Sb, Te and I nuclides. 

128 

Sn 

Sb 

* 
0.62 
to. 04 
0.104 
:t0.008 

Te 

ー

Chain O. 72 

129 
* 

1. 11 
:t0.08 

0.26 
士0.02

1. 37 

130 
* 

0.86 
立 0.08

0.88 
工0.06

1. 74 

131 

*

5

0

8

7

1

 

1

1

2

1

5

0

2

0

1

 

5

.

4

.

3

.

0

.

3

 

.

0

.

o

.

0

.

0

.

 

0

立

1
+

i

1
.
}
.
l
o
·
t.
-
3

132 

1. 63 
* 

1.0.15 

2.76 
ご 0. 2 

0.16 
土0.03

4.55 

133 134 135 

0.84 
* 

土0.05

3.77 
:t.0.3 

0.68 
二0.05

* 
3.77 

1. 67 
ｱ0. 10 

*

4

 

2

0

 

5

0

 

3
 
.
 

.
 
o
 

5

・
エ

5.29+Xe 5.44+Xe 

235-U 

128 129 130 

Sn *

1

 

5

0

 

2
 
.
 

.
 
o
 

0

土

Sb 

Te 

ー

Chain 0.25 

*

7

 

2

0

 

9
 
.
 

.
 
o
 

0

工

0.92 

* 

1. 41 
士 0.11

0.52 
土0.08

1. 93 

131 
* 

0.80 
ニ0.07

1. 54 
::0. 1 

0.28 
:::0. 02 

0.03 
ご0.02

2.65 

132 

* 
3.14 
ご 0.25

0.73 
ご．0.05

0.025 
•こ 0.01

3.90 

133 

* 
2.29 
ご． 0.12

3.76 
:: 0.2 

0.04 
:::0.03 

6.09 

134 

0.64 
二0.06

7.62+Xe 

135 

* 

6.98 

* 

0

4

 

3
 
.
 

.
 
o
 

6
`

ご

.9!) 

.95 

90 

80 

70 

0

0

0

 

6

5

4

 

,10 

•cumula ti ve -

X 233止 131 50.7 

0
口
t

.

.

 

233 
U-132 

233 U-133 

235 
U-131 

235 
U-132 

235 U-133 

51.1 

51. 5 

50.3 

50.5 

51.1 

c
 
4

5

5

2

2

6

 

7

5

4

0

7

3

 

.

.

.

.

.

.

 

0

0

0

1

0

0

 

20 

10 
Z 4 51 52 
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l A 6 

ユ 33 )j九りが'::i. 3ru熱中Iを十瞑鰤紘噸にお科

直Sb 1 1317Sb 和稟1現胆紐曲蘭肴

京k表術 而卸へ 降桑ー印 ゜か腿嗣

晒：知麟段Id辛なヽ＼庄じ紅鯰毯片刃薗疇のスピ直直定すJ ：： Lヽ
l蒻畜町、ション印疇桟2 }知i (J'J一つのてか＇か，)K な 5 と芳えしれ 3 。:
”ど汎直蝉知町｀璃農l輝這訪疇鱈遠‘打 3 ことか’'できる。
四 u おゞ炉'295U 翡ヤI'屯渇建／汎展りいI '7. 2~3 0)訊輝 I←っ⑪彗
新麟玉未‘舷汀’瑕告す 3 。

謬： ＂牧 l2 『, | 30叩が／ 32 遺紅l男に示すとあ，I ?.''I s□ I這
辱輝1‘、生いも↑ q同此知松 0,B 如知藻炉あも叶＇、あ 3 e 、、IJ)味ぷ
げm l匹くす訳り挺疇唖、射，近逗叫l1J轟訳なヽ＼ ！ナ‘っ Sn／斜0) Aピ
ヰ遵知＂疇n hヽし効 I：：流れミいい即和·'粘｀正し7.. Sb 虹ぽr雨釦碍
丸ミ 3 派K こ叶も屈i正qた外に応0)庄氏新酋藩も戒｀外？おく l心兎か＇府 3 c 

58.3 m 128-Sn[O+] 雪上ラ 1 0. 1 m 1 28 -sb -m [5+ ] 93. 6 % 

~ 8.9 h 128-Sもー：i :_ ］二二二〉 128-Te
3. 6 9 rn 1 3 o -s n [ o +] ~ ~O＿一覧づ倉 5. 7 m 1 3 0 -sb-m [ 5+ ] 8 9. 6 % 

‘`'ー> 4 0 m 1 3 0 -s"b = i且＿『ニ 130-Te
40 s 1 3 2 -Sn [ O + ) • .: • ヽ一、-.

—•一ー：ジ 2.1 m 132-Sb [4+] __ _ 

｀雪---;.., 4.1 m 132-Sb [8-] ーニニう 132-Te

象験："133 山 0℃ (233U l：：：：して lo of j)あ 3 ヽ＼ ！すユ祐山 03 し2.う吐U にし
てし 0 0 E3) さ京疇ふ灼杓2 で 3 0和鱈釈 1 た。照肘復ただ｀らに Sn,Sb
おさひ｀•寄祖恥 h旦た。 Sn qぶ道1 3 M NH裕 C N ~紀液 h＼しんyア 1つ le iし、
ェそ l レ1..\‘Sn を抽出し， s(\ 忘の形で高足診、 k I 乞 sb の介雑 lす (Zn 粉
知疇を sb H3 にして揖発さ灯＿ 1 ¢M 、 H し£- Br2 i房没に推澳し，弓 bs"3 

釦詞収しむ雙順と l 乞ふ／和濾疇m東験K い要な 3 ヤ‘、92輝
知斎).．濾役たた＇らに 3 ざC.乙 GeLLi)印樟し幻藍ー4K PrlA で'y (-i1スペ 1
t lレ＼恢段l し．jにい埓: !検幻h 年加·が't統／か政比区屑i正＼'l.'饉也叶餌知
釦紅むt~析た。枝／7J'-役J全牧区知）履，q2忘河碍副丘を行↑(7 た。いい‘`4\
q 1免穏t ↑嶺t呟祇孜糾に 1司、 1 た〗紅f、を T q ble. l 1-:: 尿す．

-2 0 -



Table 1. Y rays used in the analysis of data. 

Nuclide Nuclide y energy [keV] (intensity/decay) 

128-Sn 128-Sn 478 (0.66) 

128-Sb 128-Sb-m 742 (0.94), 128-Sb-g 742 (1. 0) 

130-Sn 130-Sb-m,g 840 

130-Sb 130-Sb-m 840 (O. 9), 130-Sb-g 840 (1. 0) 

132-Sb 132-Sb-m 976 (L OL_ ___ 132-Sb-g 976 (1. 0) 

飼現：臼 u 熱が'1項叫亥／瑾 I⑤t 3 1ユa- Sn_ ,,',3()Sn と l疇 ”,3 の和紐
奔おげ｀ lユ8ぢb'1 と＇う()sbm,3 の収，幻又｀年~ Ta h 1~ 2,:: L めす． 1 たこっ表
l= 11'. 1 ユ和u と困I\が似さ'7) ()()Sn ・ヒ 932sbm,9の胃積如年およt,,." I 3.o 5 い＇． 3 社広

立りr年吝も了、 L -z.あ)..根衷t'.f)床庄的甜r面稲収9す以.tq牧年か§オa?) ::.. r が｀？＂
き 3 。

Table 2. Indep. or cum.(*) yields [%] and isomeric c.s. ratios. 

92-Sr Sn Sb-m Sb-g Sb h;i:gh/low 
* 

233-U-128 chain 6.6 0.62 0.035 0.069 0.104 1. 97 
(cha i n) 士 0.04 士 0.004 士 0.004

* 
233-U-130 chain 0.86 0.46 0.42 0.88 0.91 

士 0.08 士 0.03 士 0.03
* * 

233-U-132 chain 1.201 0.43 1. 63 0.36 
士 0. 1 士 0.04

* 
235-U-130 chain 6.0 1. 41 0.26 0.26 0.52 1.0 

士 0.11 士 0.04 士 0.04
* * 

235-U-132 chain 2.17 0.97 3.14 0.45 
士 0.2 士 0.1

祖ィ°•履虹訊疇穏即炉”込(_s-/ 2ヤ）と叩 (7/2 -)0) t易／的•'11 と
に‘切か＇析ず｀，可 b q蘭臀和 1べよっ 1 食さく愛 Atむ。つ寸戸核男lf杭生凩恕噴］
甜比瓦篤スに°ン収褪．庄穴年／（f\スピ｀／ l湿，祖八卑て表わ＼そ啜lri\ ゞ b の中虹
粒炉急を、れ N= ~2 廿\5 離れ）につれ息．：仮に湧加わり恥1 か＇｀叶：れ.). ~ Q\こ
屯·，中I屯 1 租い知、舟又 b這彰ol1 と＂．喉／か恐 7`'克スピンリt紘．臼瑾 3 虹，臼
ヽ9 ::. z 召炉和 2 、心と庁乙 5 れ 3 ．目下、す亥介招竹磯収翡．のスと」／沢和q床
也E,1T なっ？ヽ＼ 3 c 
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1 A 7 核分製辛象にお（する曲率効泉．ヒ圧廂率勅果

麻絣 0、馬場宏、鳶舷登子

麟 蛉恥麟計知 l て I~、オ支介細叩皇謎碍た名1嗣可ることに
蜘 L た St rutinskiの万ぅ玄が現在主応炉ている。 しかし、オ支分議令象ゆと
めて複雑であり、コ加紅以ってしてもも知枝ぅ袋iこみらJt'l碍沿佑紅
l-1し‘の漣之＂観測絡果な説明す~ /,は至って 1 ヽ店 I I 。特に， strut叫濯 99該
は、芦 Iレ効果幻絨‘可ると万土；い高ェネ IVギ‘遥起叩易合ぶ依釦して観
如い軌甜バ喝む他9黒檻性た説明広束店いことであJ。
毛テ‘、 1 レ 本板告で｀ I~ 、 S恥t必s如りか瑾めて、祐人し·'直臨t算の中で最
むを平サ量てあり疇点ァンシャ IV ti) 1文良 a 試砕。す和応， M 砂1),~ Jって

`2八た曲争麟足（伍rt/＾訟re effect)い麻属蚊成（←
心）と S4ddje foint o ホ゜テ沙シャ

た。屹の際 3^“e f’l‘nt“亨叫n l：：つ（ヽてば、とリあえ
疇嗚から応兎這似し、-:Jif.zつり楕円｛和杯（月の距釦

1珈詞麟ク屹が1叩叫む這芍メーターとして残した。伝お、既l:
特叡れたようにり重ぃ稜→訪骰の様狙/Jあェネ Iレギ｀ーと 1をェネ ;vギ｀ーて明
ぅゎ、 I位島厄る。 2.> f lJ,系統4生の良く知；れてい鵡しもェt- /レギー枝分災店対象
とずるこヒとし、 したが‘って、 5trU,tinskiぅ丸のラエ l墳＇正遠 IJ無視した。し
かし、 Mが.e.r- Swi｀心必｀のジ子／墳｀正 l碍危してい。 こ叩並紅＇刃吐支双
IJ、慮焙乃J戸ー／］、及麟7 ラフジコンら、あ 3 り、 2 つのオ令 l呪 1和麦か
うメークー 1 訂止ヶ（＇ さ。前述、の 1王も、9 ラメ-J—多 l3 位cた崎肛担視し
反斥めに認ヒ「iるパラメーiーであ 3 。
結果 (1) 7 ラグメ＞卜の支彩I 紅履尋晒：印加効是パ疇訊乞：：：IJ
順し云、‘。 M{い-5ぃ．＾t/2,,必翌のラェ仇詐も知．り知紗釦戸遣 Iて l環
/J.1`、い。岨倅力泉左輩入レ炉籍令i叫、 7 ラグメントの麦形度が双岱1-: 尺
2 直ェネ，レギ｀ー的這痴位 3 。こ叫苓し、、曲摩効貶左導入した視ふ：：： ＼3 、
疇り鯰皮のと；ぅぐェ砂•キ‘‘—豪、J\ヒ P る！すがリで｀召＼，エネ Iレギ‘ー面直
ふ知ら直が‘1 ｀くっ bヽ視呪孔ると、ぅ属が｀見らい。特j·,、非輝、支知
鵡いらェネ五｀ー用ばi:厖目り心‘、).... 。ラメーj-弓が｀ 1 ， 0 か； 1や§ 3 て｀＇
支化1j ~I月 I←前／勺詞呵：高くは）、後肉 Iす｛きくほることが見広 9 4した。 1支
払i逗効-~砂ギー号ミ雙ァぷ1序 5^“ム戸ば々炉“叫Iシル 1＜近いヒ
畏ゎ心こ＝ 1． 2 虞：い T), て｀叫燻知りが‘‘迄己心印噂詞が‘窟
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のJ-0 刀遷エネ叶＇一屯以って 7 ラグ｀メシト邊勤エ芥 IVギ｀—t辱→してもぜ
譴濠差諄し‘‘/j l I 。 しかし、 7 ーロン麟：エネ，レギーは、パラメー 7-S と
7~ グメントの支疇遣く 1砧するので、現圧りモデ‘IVぐ叫虹知 3 ：：こ
厄束食‘。逆に食，和麟ェヵ lVf‘ーしじし軟して多~ f:,2 か況嗚tm. 
如疇起エネi召‘- : 7 万＇、メシ[.:支彩エネ似キ‘‘- i3叩疇碕 l✓千一 l:.
腿ュ八，穀終庁 lげ叫□ゞ閲淑広の広麟知心 7 7 J‘｀メント
約隣、広m；；；手かゃ這J戌輝恥雌文して、るデ Iンd)也似／又 Pヽ ‘S 見てJ
く与入しtいぶといえる。

1) M.D. M/“I uckl-JねIIJ.ノ？ん．1J.ユ（／fiり
2) H．幼“咳＾，，，玄／ 3．釦屹ん ~(A．必ふ／ 心，ア伝．止旦f (I奴ッ，•

H. 8ふ心4s．ら心t\,. I ふ'd. Alクr, I”(.I”// J 
3) M. /i3ん心ノ号5．心．三ノ／3# （ I科IJ
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1 A 8 叔分裂生｝英物磯裁如里：：つ 9) て

獣痘 久米三叫坪

I、止上年 さる S` 凡 Iヨ本原ふ力差業会議I~ 、 l該議¢惰聡 L た「栽合
祖這物鱗対策恕鯰J ←｀ら 1 年半の検討維泉直 I戸ら「放射能 7 ローズ＇ド‘
、システり橋瞑もJ原｝力癸電所がらの放的廃枷処理違吠康ぃ口爽
表した。その福想の‘中ず、最毛ユ=- -Jなもっとされて 11 3 のが、核及応 I::. よる
渚戎処理ずちふ屈｝力桑電Fげl姿計豆！11)是非ををり l甜題の一五｀、あ a 、放射
惟廃棄か処理が‘'恥知｀屯ると n ぅ癸表て1• あ} t~｀，ナ 1：：、屹れ I~和＇に一た叶泣，
輝果屯生立し1. I I る。しかし）私がこ中まず調べ＇匂＆ 9 て｀＇は、癸表された消
漱允理訟 I広 r 野 IO6§ .Jて＇｀ち紅｀ 1ナ，：：、 その姿想の出奏呉、原理ぁ·ぴ＂戻現俎：：っ
II て）多＜逗表繕バ＂ぃる。現在毛←＇のと：：'3 I I司な議が根告害も説豆'Il
な I) が、国楕應 I巧 Il ての落説論文リが｀公表されてし I~ バ’'、主i::. L iせれを対
象ヽこ L -z. l堰也久ついくつかさ枯病し、原｝ヵ癸亀所問題 1慕心乞持っ放射4碍殆
の討論素した IJ。
2 ．鄭知れ L II るとうな独ヽ＂幻束が得られかだ'3 うか？ 癸表された計

画（以下計画遺），ま｀ ；；、手がなった§te.)社→ら遠想2) と l目じ＇よう 1::. 、
カナダ｀fF) l社ense Me叫on- G-.e.っ e辰如（エ厄）計画をふみ合tこし1. I I ~。
認合計恥＇ 11.、 I Ge v,“mA 吋＄｝ビ’ームず、鉛ービスて？、共融今在f
デット這射し、破lぞみ応、およ吠＇二次及応、によっ 1, / 0''s e, c―｝の年＂中淮
十正榮笙｛セ．， Dュ0 中て‘→懃．ィしi::. L って，最尚／炉‘かm..-2、 Se C.―’塩中詮口束を
得う：：：と這.,ている。こ虹 11:.まだ｀み足-i"あ 3 とし'"l..計邑て｀＇ lよ、ダーゲ｀ツ 1`
遠与盈及I応新面積ゥ大を、ヽうラン 1：：夜ぇうとともに、人射エネ』しギ'-i. IO 

Ge VIこあ If'}::.'c.. I'::. t.つて、鈴局／ O'？砂,_ -~. S e. c-1以上遠伍切f、を得
て、 l" 的な“"17) I戻環遺してし1 る。 しかしJウランターケ＂ットは果して
粒りなっt'あ 3 うか。エN 合のため 1：：行われた 1 核廷の毛ンテ1J I し 1コ言1幕の文
朕3) I::. もすかこキ5禍され"1. 11 1 J:..う 1こ、ヽララン 1：：夜ぇ ;)':.~I':: よって、ターゲ＇ッ
トず，，，が全打紅量1本庫 1:::. 歪9 2倍とな 3 が、ウぅン＾ぎg，杓怜：＊~)-.J｛が新面積が大さ
Iヽたわ』こ，かえつて抄入文スの堪冶と）葱ヽ中詮げ、 1本政少す｝て＇も 3 う。葛｝ら
入射エネルや一'::.比令1I L て榮呈朽全ナも増加す 3 て＇ ~3 うとりうJ ／主＜苑認．tれ
て ll t).、滋足とたとえ競みても、花、中咋｝芽冴" /0 I? C,.7)'1.―ユ Sec ー／び追‘えらこと

lt洛易て99 たうと 11 ぅ翻径 Itあ1, lザ‘れてIl はたか 3 うか。
3 、iゲ＇ット五染笠祗最の唯足は誤って 11 3p 頑鼓、リず見 3 恥、計
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画ば、ターケ｀＇ットて｀｀叶ぼ量，：：：つ ll て 3te•,mbek, 3 遥泉t兄のまヽ祷用し、落
融？ぅンを、i5 t t、 5e. c ―＇ず循瑶心七て、約ふ00 °C の温度上昂ダ｀あ 3 程度と唯定、
し'"l ll} 。しかし、彼らの計単：： 1;. ミスがあ 9 、 M:I七0 九 S 3) n 計箪狂果乏月、）
るヒ、 IN (rぜ 9 ーケ’‘"I I、をううン 1こした喝点、 冷の淡熱量 11-約／'j OMW1：：這
す｝。入射エネ Iしぎ‘一り増加に比例 L -Z.癸慈量も堵大古 3 とす｝ヒ、言t邑"i'I本＇戻
1：：む OO MW迪＜・J::.なう。これ 1本、計邑 1立＇ゎ吋紅L '1. Il う、瑛融ぅぅン遣
還可條速度／ 3 t、 5ec.., t lt 3 か，」、越えた俺て’'あう。

午，＿§ -ゲットヽ中i‘の知戒放射能 計匝心'9吝， ター Tl ット中t91 のう父射能釦文
誌として，滋砕入応ぁ心状沐炭今敗及応屯土ヒして想淀、しl, 11~&- うc.."あ 3 。し
かし、ウランターゲ1 、y l｀ずは、首ばのュ3 g i7遣 I中惟｝叫紐le,... J;:よって知吠す
~ ::i.39 pい＇｀ー番 l姐題t＇本｝。j -ゲ｀ツト、キて＂吠屯わ 3 ::i.39 p几→遵 Iち紅
う＜）秘／0O I<`ー／ 11)程度も‘ち）、循式中のウぅンがら吃れを“”：：：とす＇＂
技術的知し It~券往笙 b廷果し 1 可能なの'"Z.,’'和うが。たとえ松お裟生戌釦
訊が可＃もIこなったヒしても、一えも＇｝さら 1こ厄介な荷物を符浚りこt、こと＇：な
S 叫）のt'’名 3 うか。

ぷ叫り痒＊遠浅 入射エネ｝レ封｀ーと／ 0 GeV I：高ゎること 1こよっ
て、 店、咲生 l朽幻. d)エネ Iレボ‘ースペ 11—ルも高エネルぎ＇‘-倒灌；が＇う。セヘ
唯紅むモン了力 1し、コ計単七辺無 1 ）豆 I ：： 1訊薙ずあぅ虹 I CTe -V，こぢ lナシ社t鼻
命泉が麟し"'Z.,計邑の場令、:::.1;;. 、＃ーゲ＇ット表iじ＇の I() ク）叶ev .l>人ら起
勘迄，キ詮疇ば、／ 0 1 、c..元―ユ、 5ecー／）））、上ヒう浅ll もた~ 3 。::. ")仁うな忘エネベ＇’
ー、お 3紅良の中痒｝束t;祖か迅迄ヘヽ）するえ松力’"序ぇシれか l ~ 6')だ＇ 3 うか。

6. 、紐＿ 免痢知っ ll て l本、ですか＇叶這もいいむ＇寮綽紅‘なりとう
ずちシ。計邑の中 LO いち汀逗屠：：つ 1 l <.も、 1司到な準億をつみをおたエJVG計
亘すシ、 I °lヽヽ年衰｀界さ水たもの、、カナダ＇吟訂：：よっ?./'7 63 年：：：訂下
され、いわだ｀ 1:::. B の日を知 l) 応）のt'、ある。エNG疇の加吐の、暉、もなし
I:: 、一足五｀｀ 1::. 計臣，のとうな加速塔-p••'~:i知｀屯うしィわ＇1 る人は、よ l江‘→案天象
t'ある。膨炎にも也べ＇シれて、）うよう 1こ、加迅羞以外』：：もう<- "> I甘題四知禍ぇ
'"2. II う。藩のものヒも、山のものヒも今＄-t~')印裏：： n 喜こと 1本、科恥とっ
m本J¢ずしも名菟赤なニヒt'ばな l) 。 しかし、内坦なのは、 冷の目樟っ成ふヒ無
噸J引和ヵ咲庵扇t~遣行 I:::. よっ已—知·ヽ大量這紅疇厨但差之如
“いぶ 1 行ムヒ l I うことて’ちる。いんな::.とをJC釦いの l-;'..恥威ぽが＇あ
ると、果してわれわれ）;!:..Ii) ~1::,保証て｀｀屯るの-z.99 ちらう力‘o

‘)””瓦 4び恙ヒ工業廷(/ 9 7 3) 廷
ュ） M、v．如戸y & M 、紐te叫叱ゎ BML -I I ? / $、 (I 9 ヽ ‘l)
3〉:r、 C. D. M~lto.,.,_ &.. J、$. Erase,,.) A E C L -.2..ュふ 9 (/ 9 /&-) 
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竜弓謀迄術炸直逗剥足に 1羽いな日菫テャ1-- Jレ紅泉ズペクトり
1 A 9 メーターc1)試昨

（約濱り゜狐畠昨乏召鯰但反
げ反欠金坂冦欠） 森 Hf 岳

ユ P 謀ゃ鮨疇子い扇に 1名／ i走来ぶ—g炉D (エ），有戯‘シシナレー
ダー(J[），磁湯i扁叫婢スヘ°クト戸メーター（皿）ぽと＇り濯 lヽられゎ。このう
ち（皿） 1ま，今静能，又1\0 クいレ叶祐の活易さ，進困エキ）レ宍｀‘ー範®, e冗 e-<J)
麟畔と’'の羨 2I＇（手（ I ） 1 (JI.)に比し圧倒的に 3 さるp\``｀その叉文＼不迅速刻足
妍｀さ、き釘ヽことであり／捻寿命該の研兄 I'(If -:f-伺きとされて手fく。 （皿）叩足失
の翌＼不いわゆるシング Iレギャ>+ Iレゲ式で傭造］抵喝の残マ巨知しさ七＜一足一足測
足ずウバ＇時間ハ＂長＜力＼ →み。またこのグ式2，'は、煤考命｀後、と対象とすると 3 L 

＼吝｀、い本＇戎澪と戸痢足途W の試斜ぅ氏羨の猜正 b\‘'甚だ｀わずらわしく、ミら l←..- I恥
刻足むヤ分后計裟り直伏｀4薯られ后いヒき、蓉ャ数傾忌複囁訂念択め `1可固も試料爵汲
乞足唆しfく＇）すなと｀各試料の旅羨ゃ捻成ガ＼｀＇莫印つ邁合に 1まそへ瀦i正 b\" I季ししビ＇
千可籠 l＜ヤずる。

わたわかば、苓がらp魯知、t\°クャ\:l- 7’｀ラブに所ヽられスま T□疇軌虹 I 80゜咲叙
う式を荏＼羽し｀電子謀、の夜疇p /j!'£駆II」'笈苓の GM 喩ハ列とし、広ぃェやレ守＇’
噸咸にわ衣} z ~ Jレ戸ャ礼レ式に l祠曖 1」定できゥ蘭易宕ゃ謀スペクト\J.メ
ーダー包試伴 L -p... この殺晋： l字冠寿屁‘該がらの滝：今魯晶の改l 足に非諮 lく摺力な子杖文
とななことク＼’、)l｝うかとfJ'? v、 b

業覆心戸魯揖立 1節狐曾抵
恥'J:' 祗秒淮げ）欠ささ 1 釈） mm
xzro冗叫ゃ＇ャ、77° 『O尻叫
考噸釦知して，最~沢祗免装笈
約4kG邸ssノ竜印）長パ紅龍
茅祐し06 松況， 0． 1~ |0 Me.V 

｝竜刃縁尋氾パもであ知
• Ci M 磨 I j:'叙 l9 化に努カレ、｛恙、
のゃ 8 汎)Yl. x晶ざ 25 1M-m のが
ス・フ n -印叩戸，焦臭面 lて
弗っこf =40~100れ m t1)間に
1 l 悴W\.わきに 12 末波罹し r<.
その莉祖 l< l1 二上吠の広日又り
、フト該厄置ぃ rく。 この GM 磨の
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列し本外抑から叩知乍で焦莫面にそって 1立罹t
約 15加仇1-..ク A ド｀さ七ること力＼＂できる。
黎狂竜弓t：：：猷らす Tくめ、 各テャ乍レの竜 5
飩逍 I＜足っ之？認啄のフ°ラフ、ナ、っ l 猿バ＇｀っフ
ル該t設け衣。
燥況，入tJ. it-,'(),;i.. !)、7 じ）べ＇ゥフ Iレ，咬
似浴ない記畏も沖 1 国に示す。なち、憐奢

直望莉に特り込むと徘気 1<.蒋閏 b\`’ ,fJヽ＞るの
四迅逸と忠可令とき 1本，揖屯ま 0.8 迅fl. lc盃
のて 4 ラー棧の應、の外に置さ、真差こ該らな
V\ 。

各G(- M 喩からの信号は、整廿クアンフ゜を通し
てそれぞ平）国哨汲恥直とし衣復混令すみ。

最使 1-::: i疇介利巖 l•こかげて、知袴号（まビ＇の位
覆の GM堵のもの力＼目識｀別オる。棧数の合M
惰べ I司哨＼＜慟ぃ？臭璃浪詞湘号力＼:·±; f<セぎ 1 ま
｀重量虹瞬恥よりそ碍告を冷く。以J:...
囀昂処知疇□ 2 図（て戸・
旦三 軌追印恥磁ま涙肢い剥足し 2 、
的匝謬め訊＂、がウスメーターば判 1て較
正ずつ。危テ-"'(} /レも一足拡湯叩羞列的に
伽＼せス碍k 各訂恥直 1ょ臭r;r遠む春も用
ぃ邸めの検証応猜正、あよび、臭 r-r-1'il
仇這を追し衣ための透過効弟の祖正§応て
規祐りしい。それぞれの補正1只数 1まが胴虔
により骸正して h <っ
視復の約1] 戸国に巾 2 兄兄のスり‘フ
トを用い re 113芯— II日れが疇I尼｝スI\°7
トルを木ず。こ＾とき』野 (FWHM)/B f手
1.3 危豆過祖戸＝ 98nuw心'l.3X\0-4 ご’`
ぁる。弓 Tくスリ、フト 1ヤ 4" Wl. Z" は 4昭／斑
ギぇ．8 災筵逼笈 1ま丘 9/m”違＇ 3. 3 X 10-4 <" 
ぁウ。

矛 4 図 I否スりヮト 17 4 wt W¥.. L'.'得た田Ce.一
心p戸）印盃菜c1) Fe rm.i.—?'l o t目示ず。

GM Counters ---------

-HV』 旦會喜悶国主2

3
 

2
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128 Chann. 
PHA 

Ek辛塁シ／1

(Slits =2mm、
B=243 Gauss) 

1.5 ~ 2.0 2.5 
恥10-3(Gausscm)

113 
Fig. 3 S区ctrurn of ｷ-sn Conversion Lines 

7 I. 
6 

^ 墨 5

.f ｷ 4 

詞 3
2 

゜. 
゜ . (Slits=4mm 、

6=1248 Gauss) 

゜. 
゜
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3
 

-2 7 -



1 A 10 酸素の詩竜粒子放射化分析における 18F の化靡か離

（翌研） 0 野崎iL） M9  Fo iりi kノ田口卵夫

〔且的J 超疇島企属、半導体中の酸素追量lょ、放射化分村のガフしが全
厚麟叩---_1fJど考え以、主ど L 1 行琶粒子堀射Iコよる 160(3H勺）／ぷ／琵 1よ
/60 （呪n) 18-F 反応を用＼）ておこなわれて、Jる。しかし、涜阜;f. ·-(1ニク嘴謬 le.
マトリック入況紐 I1少数lこ辰クれ 1 ＼）る。そ爪 I1 ，生 L‘'12...igF を化学危淮 L な
け紋 lぶ｀なう仄 1」揚含ぶ多し）り 1.::. 、この分簿法の研究ぶ矛足L て、」た広め以釦爪
る、印“か爪，1, 使々のマトリッ／スが‘翠得洪ど '’F の化学か蘊‘去も杉啓Jずる乙
とにより、種々りあ祀度加底中り酸素噂覗粒手放射也令折法のマニュァル誤定
作業釦麟した。（咋：軍＝J/0 >Yiり屈t fl,o r) 

（方法J 18F の複液の恐水ぶなく、祖体を含む落痕乎ヘマトリヅク人邑溶糾
とせる広め、っ幻綺‘去含調べ I乙，るお、拡侭IJ. F ーの形 1‘、 2~/0 例即も加え
げ‘I) 店。（I) 了 IL カリ‘控溶蓑へが容所、 (2) 喘封糸、における康落所（発生し厄
H2 竿／よ如絃約 1汲疇｛二吸佼させる）、（3) 李＼粁表面か 5 I1 気件互発生文せ
憂jょ）な、＼ l _; I) うな壼啜也学的溶餅斌。得3 肌厄箔東中の 7 ッ素の分雇 l這、
(I) H心'F6 ししての如瘤、 C2) 牲々む＇乙学形どしてが乞穀、 (3) 力 7 A も月、J
只繕麟学的特褒、呼 l二つヽ）て抜奇 L た。こ爪峠り珂究平 lこは、 71(_足 3加噂射
L 1 便足した辱じその他の肛玄トレーサーどし頂し）た場合りわる。 7ゾ素
四麟囀序の‘刈定には、主どしも牝々の＇：麟吠邑比椀奇吋 L ／二。索限り醜試
什の放射化には、琵町のサイクロトロンク州砧｀ーム (15 I'1e冗えぺら正）
によっー（照射 L 左。
繹疇〕 マトリックスの溶糾マトリックスの、房所には、フぎり諸知遺 L

1 \I ることが知れ及，位） Alノぷ 1 1. NaOH 6> 20～ぶ虞忍炎疇餅し、虚
ぱ KOH-KNO3 の熱濃溶痕1::.、容秤し、 5もたは l<OH の表灼農峰液I..:::H凶ぇ豆、篇
下し1J..臼疇豆（ん） Mぁ厄互 Sn.は、少量澤芝含む Cu.叫麟 l屯
気化学免匿疫によ｝疇 L、亨 L譴疇釘心彗，， CC) ス戸ンレス鋼J ⑰ 
丁,· {J..、 69~I IN 刃燦隊沖で工の吃圧匂日え、員0)極章＇”‘3 啜伶と発生させな
ぶう溶陪し｀召互、以ノ勺は、お'd) あ、ク匂04) 4?N03 痰羨杓‘'竜鯖喀所
ずる。足 I/ -(し）のマトリックスは上が）つ‘訊かの名広 [z より溶脊できると考えふ
ポるガゞ、互等の少数の試粁には遥告知方、広が見閲也（＼」な＼J。なお、宮封糸庁
り棗容陪It、{;i. t...んビ、ブ 1 くりふなダ＼った。
竺F の介離仔釦化及溶漢寸り咋り奔禅l乙は、山SiF6 どしての姦窟が［フ
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ど§布力であ）、つ船（ニlflけるべを方法疇ぇ 3 水る。しかし、乙の茫脅のため
疇I1` H2go午 1 仄は犀04 幻郊入-(高涼使 (l3$~ISO ゜C) にしておかわ
ばならなり。八II Mぁ乙等左溶術 L fiど芝ば．液（こ Ha()十ピ五英務芝加入て
フッ素を茶留少る乙ど｛て‘＇芝るガゞ、りつ芦ん7‘y素を沈殿介離してから茎噌に心
けた方が、放射化学的にパ碍 l之なり紆卵合乙こ以噂＼J。 1 八、グ）レ状のクイ
酸やグルマニゥ A蔵が存在ずるど、フヅ素の稲碍速度が 11 な Ii度J‘ど互る。ぶI噌
ャ ae 差落辞し店ァルか）帷締凍（エフェノールフタレイン差加入、贔峻/Z.よ）
pんり経度 1 1ヽ、平和し、っどに｀度が無色ピなる 1 1`'zl2 （叫）2. 2加えて、生じ‘た
況殿とシ履別する乙ど）こよリマトリッ 77、元素釘除去する兼作がよかっ足。：、が夜乎
のフッ素 1i P幻辺らの池殷どし（各易に集め 3 れる。そり位のマトリック幻這
＼）し 7 (1 ，泰応：： Nは0Aじ芝加え 1 四約 3 どし、犀F3 ど L -(、冗屎企喉し足こ
ど」が多い。

厨幻位厄差 H&Oチに加入、 7.f-.萎夕し乏通L‘ヽクがシフッ素瓦差留するど、
一俊｛ユ／0 カ国で｀ 30 厖以上留出文せら凩た。現在い｀、、放射1乙分絣 Iこ応） 1 、

哺出した ”F It PbF“〉り如学形として放射他ど内足後、祖特、回佼牢亙ボめて 1)/こ
こどガ＼象J p L かし叶卜しーザー灰泉疇泉、急速に四災させる~ Pb年を
合も PbF(lが祈出し、そり仄め、か杭最終締呆どし 1 鹸素含量芝／e 斧宋り過沙
評値 l て 1) /Z之ど八多’) 2..どがわか疇 c そ乙ず、瑶出黎虚尻n0id1'厖の 1 セ
トン溶茨(J笈 50~ ICO 即t)に専＼）て、 H刈心パ翌NH2. ,H.2. Si斥の形ク況
殿gずる方法む考采し-(、より結果、足得た。＃峰回佼奔り沢l定 I乙 /1 、上の‘冗殿と
Jよ芝含むl<OH rJJエタ／ール溶淡l乙、落舒し、酷尉‘'仲和して、フッ素琶祇と用＼J
を位(N氏）虞羊痰心よる萄定がるフどが信頼できる之と必りわかった。
竺り高一度牲製上記豆洪により、た I J l. \)の場合、／ぶF l:t占―{J厖払上の回

佼杞｀高、他良噂う水仄か、 lｵ Iよ骨ぶ凩るど謡応‘芝る。しかし、マトリック
ス角亥かシ骨発l生の位I (f)sノ泣尋）べ庄ず‘るときは、文シ l嘉製碍えてかく
べきである。2...の広め I乙ば、謡噌 1夏腎 H2Sぽ乞戌ァルカリヽ性とし、薙蔑で
中和 l 1 か夕、知CO3 グカラ A 釘血L‘‘ 、 Li位のエタノール琺夜に加えマ、
uiF 1 濶毅を得るりが大度肴匁なこび燐濯足。
食祈←例 Ge の切遭炉‘'はヒ素の /<l ぶ生がる瓜‘、属，を分祈し厄とさ
は A9 .2 C釦カラ A む恥）なくてガ、 l8F. I虞足互履度這佼睾1‘[ Be厄I.d ine
叫orosi /[cate 9 妃股ど L1 得られ及。乙爪 l1 ，マトリックス芝亜鈴の域とし
て沈戻隙‘去すると芝、ヒ素等鱈吋に除かれ足斥め k思われるっ月／を上げで作
製した叶硝体ゲルマニウムの摩素合量 lよ］応／ぶ°沙b 戸尼汲が、この直1 l可
じ方怯疇褒し及牛尊体ク 1素り凶以了、 1`’ ある。翠和史量濯は I~IC
厨疇合が多出
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lAll "'fi(礼J r) 20F 反応を糾用する骨中の 7 ツ秦の Irr析

0ァ村が（立知大、原研））知刃直ー（薪立た理）

骨中(/) 7 、1 豪q伽枡 1よ病理営的に児味がおるがケなりず‘, 1耳石骨疇杓影乞の
釦ヽりも輿束い問題ら、ある。従泉，放卯い汀げ 1 、1 希左定量する希合，光叔
応豆 6 、1 I謂糊粒チ＇：：より杖反応がが1 用ざれ，手戚梱 I Io 介の '8F い分隧，
"1...して、1 1二。
戸戸屁召、1 魚左彗母するには,,fi (7l /'() 20 fi反応べ←生飲すな辛派＇

梱 I I, 幻加咋がヽら放出される I¢ ユ 7 k江バ泉紅訂致する淡浮が力呑 e な
1i• I こり杖反た直訊 l太 7,3,,,._b -i｀市る。

（庭唸］
I. P.、国に数大学、原子加誦町 K I G A -I 門］9，吋わ囮船、討粁棚瓜 1

（熱中·t巨東． S 八 I o 11 n ／ぷ• 1）~)で‘‘| 5 秒行なヽ），頭射後 15 1] 切
午〇界八.: <ie (Li)検士、落いいMか積； 56cc , 介餅能： I ぅ 32 Kev --c,•2./KeV) 
~ (i- eos 製午 00 0 ケャy i-、ル成襄濯椅器づずソて線、スベ 1 Iヽ lレ左測定した。ビ
-1 左中 I~ に．f11 チャ｀ノ本 Iレ U J< eV／十ャンホル）の言「致tfJ和た求＇りもl1J前
後 5 キャッ床 lレか b ポめた,,、‘/ 1 グテンド左差し弓l ヽ l t.:.外広， L‘ve Ti m＜左甚ヽこ

訂孜戸訂婚 l 1-:..o 

2.C凡 (O, 莉末 I:. Ĉ  Fュ左添加し，°｀ol, 0, 1 1 % C久f入左含む棟皐
紐を作成し，杓 o, s-J夕這射し，板豹楓左求｀めた、

3. 0, I I ？の Na2. co} 綿末左カドミウ A t庖謬噺瀑l7)喝合につぎ寂対
し，°瓜（れ，r)..)勺OF 反たりか官い検討 l f.:.。
［結果］

1. 0 、 o I~  I °/。 C入f;z_ i1 位 Co8 の範囲て慮渭線,i直終Jt玄府する。

2. 0 、 2 } (I.)武枡を度えi! I JO r p叶的t (JJフ、｀／棄も非ば嗜、的に定量て｀きる。
3 ．ギ＇）エナレンの位に詞什左入れ照狙 L I ~のまま汎I＼定してもポ I) :rチ V ン

倉らのブ｀ラン 1 lぷ全く無覗仝｀きる。
午． N̂2. co3 t 1 ドミウし、て｀‘包んだ喝合も祁、の褥合も 1ぶとん'L•等しq虹り直

~.i.OF バ濯測汀［た。 Ir の Nい‘り L四よ）反応t'生双す 2 呼心叩詞
叩｀保炉‘'/7, I ')'\}のfかり 4h＼する 20F ll)笈肝能 I□f L し 9 。
S. 上記の抗官と史曾、の人骨賊叶て巧補正す・-s Iこ！よ '2'f他の I 7 3 l, [ KeV 

II)ビー 71こ＇）さ同一尺＼゜］卜 Iレ上かり兄の計§か芽を求める。この伶是 X 1 前項牛
の NA ぇ CoJ試泊丘｀得りれた'2-0 fiの /62 '7 K汀乙ユ町V^ の I 7 3 l, ｢ ke厄七゜一
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ク“社を用し1 仇后 I I刃の乱＇）心‘ナトリウムの祈い料ェ七＇芝る。
b ．人脅択炉 lぶ7 、‘／斧い司埒 Iこ／力 lレッウム，ナトリウ L、 1 瑶頃; I ア 1レミニ＝

ゥム， I\＇ナッd :J, 1 勺原，々ソ介‘、/ f←`¢’が＇定曼--c.‘｀さな。
7. 叫脅斜什 1:::., フぎ 6 回線返し介が1 した綽晨煉渾／函差 Iお 5. ｧ °/D ゼ＇あフた。
i.殺釦救泉机堺骨A這鬼羞の噌を介が1 した係果 Iむ次表の直り-i'7-Jる。

言紅惰肴

2

3

4

5

6

1

8

9

0

1

 

'

|

1

 

堂量
(?) 

0. 2.07 Lf-

0 ．午2 83 

0.132 I 
0,lg5[ 

0 ．↓仔O 'f

O,o63S 

o,2HO 

o.o り43

0,33 6 I 
o. I'16b 
0. I ~40 

/2. 0. みsoo

針J,1 0, f杵 0

stJ,2 0,33“ 
叫,3 0,333 4 
Ca迅 0、S2“
瓜CO3 ぽ） o, I I 
応叫（は） 0 、 I I 

全言t仮（厨）

8 仔じ I)

I l I （研）
l 1 2(30) 

I 7 2. (/ 7) 
午 50 (5t) 
11 s (2/) 
5| (8) 

11 (S-) 
7 | (l 8) 

3 8 (1) 
1 0 [l 『)
95 (IS) 
竹（／~)

／午2.. (32.) 
?04 （仔6)
55(30) 

22s-[70) 

l gg （午）

Live T/111e 
（げ）

I 3. 8'~ 
I 2.? t 
I 1, / 8 

I tf. ? S 

I?>. S-S" 

l 牛'f2

ll/-.70 

l4.85 

/3、 91 
lS.I サ

I 1,83 

l t,6 ざ

I'f, I 午

/ 6, 1 1 
/ 3,50 

1 3̀ 3 1 
l 2 ，りえ

IS, I サ

印旅射能（悩清年）
（カウント /,5秒／a-)
32.8'(8'0) 

1 6 t (5 9) 

6'+1(~1) 
850 (2. 3) 

t8'/ (ll) 

'fo/8' (6) 
）附7 C 7) 
/63 L/3) 
I I>り(2.2.) 

/73 ('+3) 
2-i I （牛 3)
32.7 (_ 3) 

（サげ8')
294 （午 8 ）
該51(48)

53 (5) l20 廷年
/66/ 308'0 

/6f7 

含有麦
(ffパ）
5 / 0 

3 1 0 

I I 3 o 
l 5 q 0 

0

0

 

3

3

 

3

0

 

_

,

;

 

6 20 

3SO 

3 7 0 

320戸

SI() ←半6
670己

(5I.3) 

(SI 3.3) 

(_S/33)仁琴

JO 80 

［寿寮J
和丘／禎釦輝Tに要する吋問 Iぶ約 I Iかに渦ぎ｀ず， 9 救試科立分がT （なけれ
ばならなヽ）ような閂諷 9 喝合に特 I：府lf1 1 -i｀ある。鉱拘や店后勺の憶胡溝営試利 I こ
直凩→‘定る可低性もある。釣史舒の管 I:. 1丸／也の正索評／か I:._ t旦，糸1 2 府の 7 ッ棗
が念まれるにうな移泉も得 b 爪たが，結謡左出す 1二 1よ今杖ざりに I”"l を増ヤす
メ要があるよう 1こ，忍巾れる。
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1 A 12 麟譲叩秤の超微青戒分の放射粕分桁（第 1 毅）
ガ‘ラズおよびガラズ原料のt線ズI\゜クトロメトリー

寅電公社茨痴通餅エ賤到童松俊男 0)}滋建二破広

彗； 近年、材料の高約訳相まって、これら材料·中に含まれる超艇潰成介
訊量ぶ強く望ごれている。例えば、通信材料どして注目されている光蓉がラス
繊麟て｀ば超敏量の遷衿金属元素の蒋在）こよって、その特恥‘大きく影響される。
灰射化介詑蒻、このような超徴量成分の定量法として優れておリ、と1)わげ
膚パクトロメトリーを回る非破壊旗射必分柏法ては、定量婿知噸釈＇、タタ
くの元素を）即時に定量てきな長所を有している。本報て｀‘ば、ガ‘ラスおよびガラス
原料中の遠杓金属元素 (Mn, Cu.JCo, Cr)Fe) のわ繕紋ペクトロメトリー）：蘭し
、キ館寸した結果を述べる。
奥酷方法お』び装置
声； 短半痰訴核裡（ 56!1n,TJ1= 2.53 h ね，所／2.8h) を定量する瘍合1：ば、

JRR...2 (f=4~7刈01惚知）て 20mi n 照射レ、長半戚期核種（60Co ，房 =5.3j乍，T1=4夕 ld
5'Cr,Tら＝ 27.gd) についてば 2qohr，諮射した。jた、定量元素の既知量を標準諏牝
して分析含柑手と同一のポ〉リヱ今レン、恙た lふ石英管］：封入した。
呈置： n褒か、゜クトロメトリーは、 Ge(L£)半豹紺鯰器”-4噸ch笈騎祐

葱置、 3IIx3IINaI(T口）検出器違OOc杞謬忍磯置誨ない、誤料か這出された各
授棧の光電ごーク面領こ擦準談料の名れとの比較lごよ）各元素の濃度を央定した。

がラズおふびがラヌ原灼； ガ｀ラズとして 1ご超畠練夏落融石英ぉJ 1f NBS 
謬準ザラス（寂曾戚分濃夏0.02, 1, 50 -ppm) を使甫した。ふた、ガラス原暑とレ
てば、 S-1.02, Ca C03,Na2CO~, 麿0 ，函504 き足屑した。
諏米の落解お』ひ｀定量坂種の釘線： I ネ）しや一・
叫琵揺犯した言祖 lよ、対酸て賛濯し、忍 1) と秦l 走量坑種のf線註lレ牙ー一

シに入れ『線ズペクト）レき刹定した。 5瓜）2 および元 9 、 MnCu Co CT Fe 
NBS ガラス）迂、碕ーフ象によって溶解し、一定量採袴種 56Mn 衿Cu 印Co I 5℃r 苓
取し．刀蒋スペクトルを測定した。がラスおjひガ｀
ヲス忽粁中の遷杓金馬元素の定量ば、表1)て柔した結麺 l1羽h 11.8h5.3y |27.8d ー邸 Id
輝、 l練豆）レぎーにもとづぎ行なフた。 督勘糾7 5ll 閾 1320詞
蒋果およぴ考蒙
表2 叫、ガ‘ラズ麟び｀ガ｀ラス原料中の月n,Cu)Co)Crfるの定量持果を，園— 1
にば、力＂ラズおよびガうズ康粁0)む豫スペグトルの 1 例を示す。表2 から羞触
石炎ばガう冗恩料にくらべて不純切の環婁ガ＼極め了低し）ここぷわかる。こ⑰こと
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‘は、意巖炭后葵とガ万ス0)光の吸収撮失 COU席
の差を表わしている』うに見われる。 200 

迂た、 Mn, Cu, Co，玩 F€ 以外の元素
tして、つき‘'の元奏れ検‘虫された。す
なわち、溶融石英では、 A叫/10~的，房＝27乱） 100 
し（勺房l勃，＇町r ，窮鳴4d) ガi載寮ざれ
た。ガ｀ラズ廃栄ナの場合、 M,0 では、 A,9 -
琴c ，房＝ 33. fd) J Br （賢T½：：：/.5d) /Mo 200了
（和1o和66h), Sb ('22Sb,Tw 2.7d) 1 Ta 

溶融石英t-Jo1 叱；し

20m in 照射

s1,r M9504 

('賢恥／／ ~d)n,· 、関 504 ては、 Au('況
房2.7d) 訳検‘出された。

100 r I 溜~u 2qo hr照射

ゞ｀ーQ“い
Mgo 中の Coの定量において、 NaI （甘）

800chpHA を使用した場合にば、 60Co の 500 IOOO l如 Er(K打）
||73 ど／332 個の｀｀ピークとし l吾 l がラス，がラス原計の『線•バクトiレ
賃われたのに対し、品（Li )-40q6chpHA 表2 がぅ訂譴印疇微＇ （転ppm)
言 1173~ t 332 Kev{J)俎威て｀ 60Co 以外に
元 (F~: 11 舒， 1253keV) 0)ピーク叫鱈 Mn Cu Co Cr F色
された。 滋晒01 I 0.002<0.01<0.001)0.03 <0.4
力＂ラヌ原灼中の Mn,Coにつ l) ては、
嘱鱈結果とよく一致することぷ確羞龍和o2 0.003 0.0q (O.00l o.02 i o.55 

かめられた。 ICaC03 I 0.026 I -I 0.22 I o.,32 I 2.5s 
表31ば、 NBS ガラズ中(1)Co, fe (j)定i c

行胃［三）つれも穿足された叫口］言□｀冒[:64 
以上の結果爪う、ば線パ 7 トロメ！ドl 0 1qg -- — 
トリーカ＼＂光愛知｀、ラス材厨の超疇~I - I ー I
成介の定量広として店爾であることか']MqS04 I ?. 3 I - I 0.052,i - ! - ｭ

柔された。
素3 NBS がラズ中の Co, Fe の存在曰（靱ppm)

三I 5R怜617 (0.02ppm] 0. 0 37 1 - | - | (| 1 土 2) -

□□71 :t0051ーロ
竺竺竺門rn) 1 33.l |(35.5t l.2)| 50.7 い巴J
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1 A 13 it;紀展栽料中の姐徴量成介の笈射』ヒ介枡 （第 2版）
すブス日キオメトリィし： Jめ銅）マンがン，Jバルトの足量

電電謬知疇釘工藤J, 0-t松巌男，小杯健二

且似
影叫光爵用がラ虚厨通信用材料として庄目されてきている。この場合

倣量の不托靭月：そn光裳特牲に大、さく影字すわとこわかり合』爪る倣量凩かの介
材が強く望よれている。通弗，これらの枚料中に含よれ々糸倣量不柁初患知敦
10 ppb 以下である。し「こが‘，て，マトリッ 7 又の複雅燐［料で‘vJ r緑スや］トロ
メトリによる阻魏放射／ヒカ枡で‘ば定量ぶ困醤な楊冷釘仇）。本叛で｀協，怜専
翫強い咋， Cu, らの 3 元素の定量をすブスト4 千オJ-い）りし不足当量式）一
放麟靡より口応「こ。

号，｀の足量は既膨）珈ヒテト 77 ェニ）レアルソニウムみよびジナ‘J｀｀ンの子足
謹f土によっfこ。⑳）の足立白3 1 ーニトロ‘) -2-r フトー！レを用い「こ。本試
菓で‘の矛足差量戎の定量糸舟を梗討い抽允年の引俵ち性，隻壌｀時間，｝鯰時）司，
知初オンの初果虹｀かり試度濃度おメ＼和，pH6.2(5延pH四ov)'~鯰的町
疇＼直めに。J:F, 0.91 M麟釦トリワムをマスキング利として用いなこヒ
により、共屁元素の影響も遵、極することがで｀ 3 「こ。

麟げ聾贄贔iJ RR-2 （炉7 り］詈n聾物の足母結果
X 1ぎ知泣，），J RR-3(§=•3 刈ぶ駄·邸）
で 2 介～ 2qo 吋）司翌射し，それぞれ門庄の
揺恥冷却 ‘V「このり即餞加え，か離祀乍
と行がい，訓料還訊料泣琲能虹t軟
するこヒ＆ミよりをれぞれの克素の足量をし
Tこ．庄量萄果を表 1 に足蚤詩果の角現桂
硫lを表2 に示しに表JJヽ硯尼JJ \rtよう
に非詞麟疇ぃ結果噂りれていな
虹‘'NBS穏鴻がラ又での結呆は豆
s遣克値とよく一致しており，J本荘噂
報柱疇ぃシとが応されにI)

昇三｝ー 2-r ブ[ lv`  
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Gの芥足当量哀で叫訓訊こ
蔚し／｝里諭的fよ椅封を行↑よ
フ T こ。

論讐髯［芦言
蚤量油生の可能訂液訊｀Vi
(l)的より幕点で‘3 る。紺ロ
成唆詞訊｀入し計算し
直こ汀暉斌として，50三

表2 池co3 乎の~O)殊掟結果
5畔eW W対 A A:>r Content 

(m9) （［西） (CP間(cprn) (l6倍）
l-1 慇32 1．叫 2b'70 60.0 o,04q7 

2-1 1~74 ,, 3gqo ク 0.0673 
3-1 7'5,、63 グ 2500 593 0叫35
3-2 ク ヽ· 3D63 6/. / 00533 

4-1 102.61 ク 23泌 況8 〇，叫06

4-2 I / ク 33/2 6/、 I 00沃4

ふ前ration

(P団）

(),563 

o.560 
0,57/ 

o.520 
0.537 
o,550 

pH認6の龍を得に。これは爽賑かふ b 蘊因迄出四0以くー荻すゐU のであう「く。
印四紐）一叫（出—桐疇以七(oooICHA)} (1) 

田；；； pkHA 十いtHA 十し（冷立）
2) 共存元素の如果共枯元素の初果はQの狛広に対しQが最UA3く影憚する。
そこで｀戻跛と同じ｀糸舛で‘許3 疇応嘱庭は）式より算広しに。

声：：：：に直） ( l t弘 [CBlf) [ HAJ3-2 m] こ |00 (2) 

恥蘭 k年（ I +盆 [B]3) iH J3-2 [Cu.] 
定又共ング冷訳為在し百い場伍⑮：： o, K。(11) =1l叫，此戸 ll,7 の龍より、Q
靡虞lOOµg£加えに鳩叡紅 CR\ 叩‘：許3 ぬ最大濃應と Tぶか 0、o\M鱈鍛
刃- 1) ウムをマ又ヤング射として叩 r鳴企叫！麟0，麟0? 砕三 ll と
ばり、許3 れ訳追渇荘量叩碍と心。こいりの計算麒訳＇に梗討しtこ戻験
拉セ襄く一致すなどしてこの立悶用いf洟料沖のふ濃）隻ガ~l t P/)V\.以下［、あ
々こヒ9‘り⑳こよう訪言広、横視C`3 つシととかすものであり しfヽう、か｀って， 胆
の共わえ穿、の既；喜玖点親し舟つことを危誅する。 1) 

｀］言：□言塁讐髭［：：｀覧へ冒｀｀｀｀｀：雲釘釈‘vJ疇す麟の許2 閲応量は l,6岨男丸ら麟。史恥喝脊に見
クッベリンで初期饂疇用し［い令。一方／ 7 エン酸謳叩似紅け克／麟謬
マスクで 3恥‘G(11)とむ屹見財党虚をf}成する。このことほ，木急茨で｀妍定r尻
“叩戸叫璃迂舟史r墨卿裏比汀払因道社で餓丘｀蛉患 3札，舟レート生
邸力＼TJり履瞑専するこtを屯叩力。農魯疇と応麟認知冴り醗
lしを行が 7 てい加ぶ 7 ェン藪虚で闊如応心む要し（いか
).火.t疇知り堪后顛がマ又やンゲ刹として最もすぐれているとい之訊

旦
1) 如LR.A, D,p¥om Thesis, fu叫tj吋丁こhn詞諷 N叫血r Ph炸む，pra3ue，佃63)
2)鳳脚皿ni ,B．し叫如，秘dio如．秘恥蝉．Le廿efi, il 237 (19f/2) 
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1 A 14 マウス生倅試料中(7)散量元素の3ダ耳打t介祈

新高大理 中屁弘道 0仁藤修 外林武｀
骨野丑

歩係試料中バ綬章元烹り放窟 1ヒケ材により乞蛋すろ療（己咄2].2fJr ど除去す§ゆ
要がある。 ＝誰化マング:/ (M:00) ぼ 0、 1 M HN03 綾（生で約如の元来を定量的に咳羞
する二とが知うれてお‘｛い知， r2街(.::ついて（古全く吸巻しなし 1 。 MPO が吸裔し斥
レI 区 z遣 1;:t読化物として戎殿さてろことにより I N久l13r 力‘9 今紺で‘ぎる。ミホ
らの可滋玄組合せること（：：よって，マウス生偽涙料中の（う元秦の定量~互行なった

パ‘これ王郭翌すみ。

実験方法
該料；閣じ案絆で｀骸脊したマウス 2 匹のみち，メラ）ーマ括€話誌fすげたもの

（マウヌ T) I 偉旋な::z.ゥス（コウス丁）とする。 （表 1, Z 会翌）
経街：分試料（20~40~) £夜大検手炉でり気送釦、召紺，仰分． 1K J£管照愈

20 裔 l打炉性謬射した。まだ／佑元呑 5 プ叫汀星み込jもて拭斜斗と長：：翌船·して
隙項柑料乞御製した。
節如麦露国虚料 lま汀鱈霞り疇拭料l点 2 日仇粗―戸した臼！渡
麟ぢ祁［ 1 30芦出0乙でら‘侮し／祈I た‘やか（：：王食乾® l て HNO紅とば‘し I 0,0 ｧ" f'1 

HNO3 (O 仇［ （臼試料（古〇，/M HN0)) /I/DO C > {00 メ、心／ュ） 50 ウを加え 1 /\‘‘ly疇 I：：：よ

り垣蕩瑕で， 60"C, 1 辟由放営しだ。 MDO 玄芽取／芽殴に担体（ a勺五巧分伝ゥ） J 

あ‘ぷ 1l' ば 10 呵ti) （系蒋坦知加えだ悛，アンモニャ水げ紅房＄左池し‘'てク尻
み＄疇殷 2 1乍リオ索jした o
滸直： MDO ぉ、よび‘i鱈翫釦訊‘料を Ge(Li虞繹（ 24ce -#0麟疇鐸器，
灰に別0 凶鵡グ村癌）で＇了線祠定を行なっだ。

終愛と考緑 屯竺乙
霰畔 lょ畏術浚 7へ (6 商疇後(;: i鱈定． MDO談‘戸口f'2K が’'祇く，恥t物拭＇料

lJ嘔／｀が主であった。 Hy-試料かうは MOO 笈恙元簑として）りt.As,q麗聾言
氾覧芦疇，（（O困匹5bl'唸見祓（e幼弁況冗素として佐~l {？仮ぷ戸五冗，（？弘仇
嘔り誤出された。吹s, 鷲，¢f0, 69土 lょ 2 ~3 曰 l ,Z..'7)他っ兄素ぽ l0 紅心羞
虹ちの示ーダチリ定尋 L乞心殴足 I戸紅：跨中（：：：：全くなくゆO （こ兌釦吸恙
さ火， Cｫ, c1t（ょ吸ゲ召され圧ヵヽった。 MOOK 該ft物の双方(~麟された始ル，笠るlf7
MPO ＾の吸咎裟文表2 のようにな＇）） 文きな（お 5 つきかーあり函荊性がと（まし＼｝の
で｀ ／芝叡釦 L ては：：： K 5 の知を困 u た。勺厄 Cr （よ給んど、、の社‘料が（が起全 rこ
吸もしてt 1 在が‘，毛叶招釦訟嗜の池，血屹パ｝ r`｀口紅考）や（ユ｛あって和合

-3 6 -



疇であった。尺紅裟毎iわ竣や（2砕、ァだ露底這）定（ていなりので唆為した応
億を斥わ

”にあヽ＼ l て疇嗜｛戸浮とんど吸養疇ずる：：：とふくも A逗涅の一吉P を11Jそ｀’
けて祝多 I：妨老£除去て｀、そ，委i召：戸ぽぁ、よび‘蒟侍（ユつりて定量ぷ可茫：て—
かだ"'MPO I:: （ょ呼（誼）が‘吸羞するので，屹の伶／動放釦線（'-::,F- 9 I 鯰~e 戸冷斧
（＃窃老£度（ナて顆定が（此している。
表— 1 分析結果

分析元桑 冷却時間 脳 貯載 腎蔽 血夜 こう莉 毛 メう 1 ーマ
涌 1 定 T絲(Kev) 分離法 (pp州） ⑰阿） （阿p»t) (pp川） (pp川） (pp爪） (pp爪）

Mn 7~16 h. 'T 0.078 0.33 0.26 0.001 ら 0.21 0.061 0.030 
847 (56Mvi) 音初｝吸着 C 0.06ら 0.44 0 30 0.0029 0.11 0 、 16

Fe 10~l らd T 50 3SO 160 6 ら 0 71 74 52 
I oqq( Fe) MDO吸首 C 46 380 870 63 9 l 

Co 10~,~d 丁 0.01 I o.oqo 0.072 ~0 o.01q 0.0J:56 0.018 
l I 73 (60(o) 部分吸着 C 0.020 0.072 へ O o.o ら0 0.27 

Cu 2. ら d 丁 I. 2 1.3 1.0 0.4 ら 0.4 3.3 0.20 

511, 1346（兒u) 庫f四勿 C O.Q 1.4 0.16 0.7 3.6 

Zn 2.J:5d 丁 56 I I I 72 21 q6 480 35 
438(6q和） 111~(6~却航ft物 C 63 102 18 1 ら 4 480 

Se (0~l5d T -0 0.3 ら 0.1 ら 0.26 0.48 0.61 0.28 

26ら('T?Se) MDO吸首 C ~ 0 O.G"8 0.2 ら 0.4ら 0.60 

As 2. ら d T 0.017 o.o3q 0.077 ~o -0 0-36 へ O

55Q (76As) MDO吸着 C へ O 0.060 ~ 0 0.021 o. r:;ら

(Rb) IO~ li:jd T 1.3 3.8 O.S6 O.Q'1 3.3 l. 4 24 

I 077 (86Rb) MDOn闘首 C I. I 3. ら -0 3.0 1.q 
Mo 3d 丁 ~ 0 3.8 3.6 へ O -0 へ 0 ~ 0 

140 (9'1Mo) M訳）吸着 C ~ 0 S.4 ~0 5. 2 へ 0

Hg 10~1 らd 丁 ~ 0 0.0078 0.033 O.OOQ2 0.020 0.1 I 0.014 

27q尼Ha) MDO吸着 c ~0 ~0 0.01 I 0.028 0.1 Q 

長2 MDO l\ 0U及着率

Mn 1計賢］］q
Co I (100) 34. r I 41.0 2Q.7 

(%) 

3]  :21(l:) :II``1  665毛洲81}ご
7.8 - I - - I 40.3 28.SI CO> 9.81 26.q 

文献

r) C.B,gliocco.. eし a l. AnaI 、 C vt孤． I 凶 (13) 1634 (IQ6rr) 
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1 A 15 臭素の非磁達放約«倉机

東は理
宮国浮元⑥山守晃 塩Ili差信

（紘言）
邸合物 lよ、棗薬1 希げ、tJ，り紫崎に広く恥 5 れてお、')、中に）よ！き灼めて毒

，＼知違ヽ）収合物があ{;).近年、こボ 5 Bt-鯰知呈体にふたる影窟か飼題'Lざれ
つ 7 あゐ。生件言罪糾中の Bりの定量方去t. L ては、中 It生牙放昇孤分析（知(')'\坪B1-
砥ノ 0、5?MeVのか線屯介E'.l It!)が広く右 n,. かれて 1) るが生什言註糾中にはク量の Ntl..
Cル，＆）凡箸包含Jj-)'f水 5 からの／及船餅（特に叫Vq)か弦＜、非級壌豆量 9守
もす‘‘かし、）。

ーお，光量呑放知化分析·(は生林言紅料中のマり D 成分 d‘5 の放射能屯か厄リ少
Tiくするこtかてき、 Br の定量枝布をy_ L て？0”B凶‘らの 3 り keV ャ籍’ち 1用＼）ボ lま‘‘、非
牒壊定量の可筵II、全がある。

”5 1さ、こ〇可謡＼‘旦校訂するために、生材試料げ謡o 様似した、海水平
碩心非破壊定登するこtだ言哉サ、良怜な誌泉を併た11)で幸K告すが
［史限J

l 、言バ料及び｀熱知；見り約1試糾斗）本、 日本棟嗜考水、）洸．ぅ謬木（宮激県．仙台市、う召
冦E) 及び｀、 B液量絲水 (N直t NaB卜tの渓念？i羹液）であ）、これ訊仔＆m

屈さえmm の大蜘伍英セ 1 し 1:: 0、（孔入れ乾煉させた仕、封したもので力る。
照紅本、東北火、方知鱈扉只旋葛しの覺今ライプ‘y＇）て‘加速しt 30Hも 17遷き線裕｀
屁さ 3m呪の台をユシ／ぐーりーで匂銑放船絲 lミ度硬して行なった。試利はコン）く一
り-fいの試糾ホー 1しダー内 1：：：、ビーム湘｝ 1:::. 悉？て並へ‘‘て穂約 L た，翌卯胡 l勺は
国 I剖'L L た，
2、和定）ヽ阿，知した及災セ 1し 1本、 2 時 9笥冷却した枝，？ 0 ま 1 gomBr d、 5 の 3?
KeV ~籾足した，戎猿条 1本．似L.,,:`) 校出器 (ORTE字製i心 X 0.、ふm(,.{_)) 'l齋6c fHA
（東克危俊）である。枝出岳 I本／0kev ね 1) L /00 臣V 1‘` /00 % IJ)校出知奔危示し
俎紅 Iま 3 '1 KeV0 こ゜ークて、 0、 8 Ke.Vであ，た。渕定位置 l屯検出器、そ盈ぱ‘5 3⑳の誼
難'lしヽ宋頂韮釦訊は成約万り L 2匹紡しした O 約勤放卯線昼のぷ厄ぱ照翔杖
/(1 8 た 7 て d、 5 、 2ユ Na の心1/ Hそ V If綿、セ和定して布存）た。

[ 条り果t")
偶 s 爪た索這オくのが絲 7ヽ '‘。クト／ーを昆 1 に斤、す。 3'1kev のピーク＼さ・半癌期
仔時 1筒て、成長 L 、go”BK 'L固定さ水た。／2.keV のヒ" -り l1 町3... (j) k-X 如‘、あ
3 う。 B峨差綽試糾 1ゞば、こ 0 イセ 1：：：も竹 k-eV I ミgom 柘 0 ヒ゜ーりを示すが、清水言式

-3 8 -
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科で 1本、 M ゲか‘•高く、ヒD -')  

ぱ見ら九知·）図 2|て、 Br (j)校童絲セ
示す． り‘、 7 フは直絲屯 11、 L 、 6‘ つての

銑き 11- I 1· ある：：： tか 5. go"BI-の言t巖

中と鑓 Ci) l.の 1祠に li比例 I~ イ｛ふぁ
ろ。 この衿量絲d‘5 、日序椋羊湾）K.

“＼鯰考7\＜中の B議及ぃ求のた紐
果t炭 I I：：示す．棟和句水中の 13叩西は、西辺濯i t良\)—敢豆 L 1. I) る。深落
考水中<l) Bi-の他 1ま｀み少 lが 5 7 きがあるが、ほぼ呑当厄位であろう。

/3心校釦限罰）ま阿、打1試
代の望さ 0、 I 合として．

0、 I ff~灯'l惰出さ水た
誤料の登如増加するこ L
によ｀）、校m、躁凋危在お
下 1す｀、るこ 1 が可能である。

生体試料 Iミ）す屁か

I ff"J>I ftり L /OOf炉含 1
れてお‘J、庁ぢ法 ll 、生
佐言柑糾中<fJ Bりの虎量 I：：／応

図2

/0-6 成 I°\6r世 (3))
校量線

晨 l Btの紐ィ菌.. 

N逸広量 B晶ぷ患
日大相竿羽水 I、07 XIO 午ff"" げfr"'(ttrrm 註 I)
瀦落鵡水

[OI X /0l/-，わ
i o 

(65 ffm 註1)
り 1

註 l 桟合他

言1 L 平均渇水｀ヤf> B以且店量

If¥ L て 的勺註譲咋碍て←きる。
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1 A 16 
釦夜中の東令、パ交射叱今杵

京大祀，京璃也衡gビンター汁，京大凩刃茫
茶ぶ大一紅．成塔が0小リ経が言四尚之＂ Aヽ,.,陪臼
紐危え廿

釦食中疇還戒‘分虚紅衿祈,=ょが定そ噸が対｀々ら小て＼＼ゥ。 9‘L,
”“笑存f 4嶽曼妻嘉よう条の元警\=: I汲和t如や＼‘・え這的 I＝絹幻ヽ9
i,：：：臼汀‘‘丘範や臭象d捌ヽ＂／い T↓ \\。履，高夕凡神経噂祖：： I釘知のみる
とヽヽわれういの血中濃ti~,非如如旅紆と今莉可以該臼検討し，彦テゎ I句
虹＆ひ‘、新し、や礼ク＼得ら中 r= 1:1 t津長そ可 3 。
均和の追：祁 l f=釦夜ば，釦知泥莉，腐放，い It! OI 取扱、心簡硬ご
”えて弗枯籾桑を詞年。と二伍‘，試料9うさわめ碕輝 l二ひ')，叫い‘J
3粉細紐 l てい急釈名魂孤伽 rtを直迄＝よると息蛉立‘ノフう 7バ
がシつンカ＼生じて、ヽるg、小ヽゞあっ Eo 々＝兌血茶0`95ml を＼礼径 0.に”'の
＂れ）エ今レン脩 1＝と＇）系紺穀條稜済訂可る立 1：：よ＇）採取t E企泊z起丞豹
荻科てしで。

研fし，，ス 9 ン？‘、-ド：i) 6,-:. し zl ~ 50 AJ I“lE含む KB滋応 /0~
50 A4  tミクヽ吐：゜ぺ •79- ZIB1ヽ，遥希研疎で‘浸痕ぷ況伎む約屎 L E ミ）
ポァーフ49レ 9-1二羞浜 l 青遠後和ェ今レン袋，肉厘ボ）エチレン管…み笑ァン
70,レの参往ゥ夷蕊 Iシ？ゎ r二 0 11) J:詑採準洛哀a注平や応迦え蝦焙［た。 lサKBr
屈｀ kBぶ心t品 l紅炉粉ネtー｀をみ莱アンア Iレあがい切・）工ナレンぶp滓
印t。iv)&Cacac)3 を↑卜共}-r ? 9 レンに rうー 1：：況滸 L ts粉末
服和店和10 ，v,-a: ()、2 のm序りぶ＇）エナレン築にざら 1＝謬句り k 吠気送
釘の和‘ーフトに 5 ~/b ケつめノ S M祝紐l::.%- 1 又、9 Pm -2 t‘` I がV
60 分 1匂畔しf:::.。中竹令束ヽ2 べな IO'3 ?/cクl7/sec t‘、ある。
痢足：び象スペ？戸メト») -a「り年I二 Iわ七 U R 24 cc Ge(L i涙か、

岳吋 I e> 2 奴ふ践紐叩い、、し、1) 京大紅袋今セン 7 ーの 50 ccGe(li) 

和ぷヂょっ F豹経 1り冷却後がBr;,,冠吋象虹1之しに。わ＾Brヅ啄e没＼
足ろ”喝令I:::.,1, S,(L汲繹I二ぶ‘)約珠恥絃p伶8臼 ~I/ 、 1 keヮ＆が3 'l
ヤ e v-U> r線ti卓 l t。
恭泉：:)：：：、）ポ 7 -7,1 ,v 9-'滋美し禾・）エチレン成：：：黎封しモ消滸かも
蟷かね）ヱケレン翠：：今，T 墳逗 l 豆巧，墨え性アルが）浅茨，アセト
ン， 卜 Iレエン等て｀況脅しをU\ Tct ¥¥ ~2~河‘豹 ao ia裾疫元）工今レン俗 Iこ見土＼立小
C。ー訪応でゎ位叫）2 をミ‘)ポ了'A 1v7- I：：羞しモ戎ぶ汀二＼ね’・）エ今
しジ応残る司”磁澤は最大51C氾りで｀ムっ E 。 3 畷咲了ン7°＇レ I;:.打入しモ
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鴫今):; l丸ル羨？ンア凶吟 lニウ 3塙ふ‘‘) 1AIレインし E形玲 Iず認、められ r”‘ つ
で。 l f;がって，肩徽‘拘玖｀•あび砂ヽ I:, ｀立叶ァトム祐果1：：ふつでか 7J’J小 B涛、
ナ約盾扱か訪飴 l -Zヽヽるその幻彦之刃れる。血哀中 1：：：視年かり呻釦‘り
屯棗羞：：咋滋 L E’塙1で釦こんむ‘記、あうい炉氏：：の疼由として、3，軒屎
血浪っゞかさ知，＼呑乙人乙‘詞‘科Im 頌成う疇今 L てし令う＝乙，釦ろンカ＼｀ヽ
名り碑屈d枷＼｀疫る二乙等シ＼らえ、か狂るル＼‘‘｀＼パ l：： l でも咋
d磁拉俎屁が渇ぶ：：ヽ3 ，つf‘)、9 クス押（-i' 1-:: Jってか 7d‘）り切mBrの
損知ゞム＇）釦：：：ン＼つ明らか Z‘‘ よる。 KBr, K吟遠衿品S初；以工年四令 L 下
祖和‘11} "枚射箆滋雌ょ 120~4,()舛絃政‘少し自 e匹（臼約洲‘見
っ小る。 I :',,3 紅成如低品で‘\3 1吝と人どヤ枷果丑砂可］生灰‘磁印詞
拉値し知印；0ネエち正べt祝：：J Brl坊・レ吐頂矢？あ‘勺小ク＼‘み狂ヴ
禾0.) こ今レンQヽヽし l訪妥⇔ ？•Iレニ,-~いし少＼之ねヽI ?‘‘沿I~l T:=..It d'lt昧／

ふ呼逗景箪2 5~ 1 う A1 Br/4 即ふ麟＝み＇り夕tm翠さ中戸や＇）
2 ～ク戸／心／ Blmいが炉〇つ心る。：：バ祖ゎ畔系か叫l ：：
”可 9 tの力＼t知小 Tか1 -1)＼ヽ，＂紅‘\T＾年 1= L? 、”\ 3̀) t：：：以ぶ‘多主可ぎ‘
うふうi‘、 I さか：：：和1松和ぁ年か小る，茄） 5rCLr)検土ゑ；乙 l司\\心ぶ‘.,
/I 、 9 keワの Brり X祐ぷげ玖4 ker の正が'fl,-. " r線必‘；ケ 2％瓜笑存下で‘
栓出可傑か、あかし七ウ＼ゞつてノ X魏i訂之吐小、す｀J浚利含百が芍藷iも矛父希；で
臨允？、も砧m免登公‘可傑t‘‘iみう。
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2 A 1 冴咋ド和）淡碍：元素の放肘Iも分析

東噂°知縫｝、砂に，私疇袖疇彰松

遺科炉濯邊元素の放射化幻腿i：：：つ II?. iJ．釘讚和木れ1ずならな
いパっ刈（碩応叩・ その一、つヒ（て，人堕ゑ｝炉叩疇I亨 1 I 

て（r. 水森次試‘糾違届疇乏q #I 限があり．虹叫i砂らかの前だ坦：：： F’J 
、他界いじ「f(f臼疇で‘9 なし 1 ;::..とて、い• む） □-知 IU 鵡‘珀
知訊‘t這靭雑い7..ぃ紅＼＂1 :..の為知事詞 I：：れ l戸禅知只疇ぷ
武ゎ:. ;で／立「5 バ知暉て‘'わり，i r紅｀りパ叫{L 分う巫
なし..D' うり》『奴厨紀I:- おり，竺t!..d.... I 1/'5'など疇嘱ぃ辛我駈闊碑｝
良心沿りか退如＼’｝ V‘• 

麟ゎいわ卜ば，比和研紐恥が「ぶ（＼、べ｀‘？))‘'うン Iヽ ．‘しべ｀（吐秀え
”ぅ 9知I!- ぅ釦達汀ぅl/1くつ~\ 0)う大水牛")銀量ぇ全鐸屈をt.in 汀勺う
恥て＇＼約ゑ国 (Kり）狂ll利レ｀いくっかの叡違い砂 L ~. 

拭水（『和りI--チレン那 l暮訊· pfJさ／（国が、孔ちに祖互(),奴も／
のミリネ°アフIf Iしy -て`'かし、今同（バの力次（こっ／I て合析（「~. 裕、、水(1-手の
工（ゞ＃しーター 7‘i羨池し， 豆ー史量賛取し次のかうな禍製白「わfく。
U）互紺綱克： 互庄,, ~った袂‘い豆ぅン 7(Jず杭屈しJもの外茂ゆ
勺かい詞紅炉心心°りエチレン袋｛2ぷ託叩叩餞（1 、
ぃ、了ン？心｛こ名t入

(2) 叩麟扉： H?’ 区、 C4 、 A＄年「；；と．、瑶和て』蜘峨麟b`
ら F詞とし芍ぴ戸 C/ if＆ー（約紅吃［l（に以°りエチレン級［こ衿入

t3) 株疇払： g輝麒‘科い叩麟「ぷ砂該叫象ヒ[ ?f l臼
1霞ンがら 如凶）3 と('-z.知i,2 -([_ I シ｝＆，乾点｛紅おり叶しン裟I勺
7 

艮和‘”t't-}ま幻 X / 0 13 I?!.／幻立立て‘紗防吼 2 、 9X IO'切厄也
ず／伶｛臥 I ク今 lり） I、？ X IO/3ん（兄2、とべで／合（りをバ＇か行な(/1‘瘤l束
{~年い）か怠と 40 9¢ ヶマン知双房舒謬枷月し，憐柘頃｛和り‘
かも 1滋偽恥浅景し r<,

王訊応）?'{)晰（り疇却fがら（；区 B^/ Cゎ弘，夕c. 9そ．氏， 0,
勺・肛，~-:鯰．L..＾、 Se 沙し炉， I沙疇叩｀秤かう(fがり知． I'1？・［＜
C久血，私Q訊糾O' う区心, ~1 C~, I~扮企 P` l i知紗這｀知‘らヽF
す、“ク、 少 t足肴りうクとがでで 3 r::., 
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釦噂鳥叫訊科の］＇＇ぅンク／邑I f, 1 今検討を厚り”..,、伍，凶
fl》‘す． A｣, Se. なと'‘Ia fA ヽ・筵であ矛J ［認l ：： L} な｝ rずl)‘つたゐ＼ら心，Iて
っ（ I て lぷ、ぬ鯰/<:雇、ブかiくつり 2 ，びgぅ濃加ザ瘤ぶ｀あった・サ知
麟｀朴パり哀 1心疇t t今とう 2 と百'9 「戸‘つ「：：ので、応“9 なか？た
呪·｀，紅約＼’1日‘う卓叫遠加疇がフ「：ぷ＇、食 9ミっ l9 ？も今
i奴知心lつあ？ t;;:. 

砂、今釦虹(8"危元出這知r~の Iこ験を加してあいで、ハ
\2和→ぇふにつヽ9 て l追覺L ていない．
科 l:::. より｝知疇叫込｝ういくっか心‘濱襄f詢水Iくつ II て

蛉ゆ知ー13‘I t千よ心 l tミ． ~;り叫 lてつ ll て疇釦、店崎｀う
が知畔疇1滋知事幻み

l 算f立パ/.R)
NaH  A fl. KCa紅砂むふAs s心 5b Cs  B^ 臼釦ル H I}合必吟 5.,.
ゅ3 砧 IO IOュ {6 ti f I が I I がが広 1tf1. /1)-2 I ががヽ3,-2 1ぷぶ I / 

: [ :」:’0言：Ja：皇1:*::: : : :).::? 0 ::2; ?、0 :、:? :: : :1: ::9：仁：：
I /9 05 o.ro,2 (1 るI, I,^ I入少 2.9 o,t A3 A 2｛名I, 2‘‘27 99？丸9

:I l .1、¢ o,3 3 ~。 1,0 」 1よ妃 2•9 ｢/ 90 心炉（（紅. O•b 

クヽ,,~.7J;ぷ 96 3，紅／ 9,t ?om f.9 ¢幻坪 ¢,3 4ね／ ｝． a 必紅叫ュヽ3 }、 7,r

ぎ I/,3 1.9 05 3•/ 9.ro,br,3 6 ̂9 93 よクメ

9 2.I 、3 4'.;1 ½0/,0/、 I 6 U 1ｷ 7 {｣ J.J. 

3.1 96 o.f 9I入 I,(),. 'f 3,9 ム 3

2、0

101/,、はバ I“‘0•¢r.192 ダ／f 9,i a ヽ93 ｢,} II9 ? 伶9
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2 A 2 
混合試薬しミよる水、中f蚊董元素の

放射化介枡

原研 0 坂、東詔次 1 今給強

水中微曼元素の放射化今祈しこ 1ま臥度の向上いKの放町線介所をさ 1↑る衣か目
的元素さあらかじめ濃締し 1 分隷などの前父環の操作を行なってお＜ l)<J要があゐ。
酌処理濃陶紅してしま、恙発法、／光て＂んシ去藩媒埠社芯去， イオン交換法などか‘汗］レヽ
られてレ‘ふわれわ八臼元桑分析の日的力‘ら夕＜のえ素と錯域 81〖')且惰磯
洛忍：：：よって拍忠さ瓜るオキシンヌ lま 2 ーメ今 lレオ守シンと DD T C...の滉合試薬
を用いる拍集法口狭討した。紅：：：：この方法む可叩K, 海］（以詞 L, 徴遵元素の
足曼 a 試)r r：：：。なお，オ饂的の吸率拘こ：：内鈴族辛法 8 とり入れ，短牙命萩荏の
弟合は 17 81 長寿命枝梗り易合には Htを使用しtこ。このか去によればクロ 0恥レ
公蚤 1ま也当量tよく，拮塙 2mr：：府磯渇も一定量珠取する波要がないのて枡碑が‘`
非忍：：：裔峰妃い疇。
試料の釦製：採取した試粋バリホ°アフィルター (0，豆S尺）てげ逍 L, t Hｭ

叫も 20 心／£の音l 1,,ミ加えて竺的印したっ
Cu, V (短寿命枝涅）：試粁水 loo -m.L し、‘丁i 100 ,,u-1, アスコルビン醸(5劣）

5 m必， 2- メがレオキシシ (s %) s-ヵ丈， 酢酸アンモニウム（ス 11) 3 m..fお

ょl).,・アシモニ？水；加えpH'5,o に誹1節する。更U こ D D T C -N/14 (名％） 3mノを

加え介液ロートに玲す。クロロホ）レム IO rnfl-さ加え， 5 今向小りjぜる。府喚
層這簸ァン毛:;.ウム（ク， IM) 工。以四吃玲する。脱水虔拍広約ふJ＼さな石英
ビーカ疇し，赤外線ラン 11点発し疱脱摩素ゎノr、・リエナレン疫ぃ封入する。
訊 R-2 気送管（応／尻疇ふsec.)て・、 5秒痢煕射する。 5 今向）令却しNa.I(T..l)
ふぶ¢様弧器接羨の文あ分析況豆｀ r深スヘ゜ 7 卜，しを利定する。同痔Iミ生双する
忌Tiの 0, 32 Mev 祐壊又ぺ？卜 lレよリ拍忠、収量の袢＼正さ行なう。
feICo, Z)"¥, tt肘他（長寿命枝挫）：試秤lく loo -m.R. v翡 0、 I 雌っ オキシン(5

席）J- ml, 甜酸ァン毛ニウム (2M) 3 心l I アシ毛二応紅加えpH ぶ 0 レ：蔀廊
する。と：： DDTC—叫(z.'16 )3ml お加え今炭ロートし：杓す。クロロオ、ルムさ加
ぇぷが有心、＇） iぜる。肩店曳層 Iま即酸アン毛ニウム菜議百先埓する。紬広が）は紀l文
麟吏ビ｀ーカしこ移し未外線ランアて・ダ呂んど蕉発さ辻たO') 5 石英管 1こ衿す。末外線
ランブで加熱し、 クロロホ Iレムき蒸、発させ柑入する。JR R—ム（ 3)( ／羹ら／グ、sec)
て・、 3 卦1町照肘する。 ) ~ 2 t3冷却俊CTa, Mo など~/ i瓦的 30 日冷却度FeI Co, 

Zn などを保 (Lt )40cc 梗お器痔続の麟分析盛t各が線スペクトルを刹定する。
同時に知文する 1g 1屯の 0、 8牛2 t1eV 花線スペ？卜 lレよリオ由広収量の涜l正立行なう。
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紅における各、元素の抽均又長さ求めた結果き表 1 に示す。;j: t遠、箪Jくに各元
素き添加し平虹照射伎兄の『線入ペクト ,v さ菊l足しにものさ I図 1 し、示す。更に
冷K中のバナジウムについて分＼祈し応結果を表2 広示す。

表 1 混合試薬拍忠による各元素の拍出門（鈴）
元素 量（µg 2吠併曲よ DDTC Mix え素 量（閉 オキシン bDTC Mix 
丁i 30 100 loo 柑 34 IOI 

゜
qq 

V o. I qq 2 q7 Fe 410 l oo 100 

Co 0、 5

゜
IOI 100 Co 05 q5 Io l 100 

c 20 q 6 q6 qg Zn 24 7ざ l 03 l 03 

Mo 30 q牛 67 q6 GQ 2.0 33 q8 
As 2 

゜
/03 qo 

孜
杞

能

図1 蒸留火， Hf,_fe1 Co,Z71, Sb, Hj添加
抽広のれ線スペクトル＇

訊； 紅，J9,こ石C,, Zn Sb．川、 H3' 漆如
DDTC Cx;ne _ CHCt,'ti" 

照射• :rRR-4 ¥ 3x 10‘’ 兄／cm”“'9 3 h心
、令幻· 約 I' 弓

測乏, <,-e(L、, 46“ ＾を土忍活純
血C ら、立，反高今和名 5ccc, 

~
 

l.eEIi

H-.

— 

. 

寸

Z
E
C
l

心
＂
忌

•
R
I
―
心
、

7
.
s
=
-
I且
ふ9

9
8
h
o
-
£
召

〇.5 1.0 
f券ェネルキ•一

l 、 5 (MeV) 

試沖戸采取弔所 域分（％。） Ti奴率（％） l.43M4-e又V率の届叶｀数正ィ直(Cp>n) v 含有量(µ紅）

k-l) 35°1q'oN 、 I42゜24'oE 3仏．ク／ 2 59 I 8"6 33Sl 1 337? /. (,3ｱ0.06 I I 、 63±0,07

［口） 3ザ010N, l44ー0310E ふ佑 43/ 90 、 91 ふ夕37 J 3/ 9$ J、 73 士o.ob, t、 55泣06

（ハ） 3が2t2凡 144゚ oo'3E 3#、 4血 97, ？午 3た久2 、 2S5? I、S2!0.06, I、知泣06

(::.)年）030ION, 144゚ odoE 33、 30ざ の＇！ 92 36姦， ぶぼク ／、クワ土a06, Ì 73to,07 

~t-) 34ｷ 3q'o('J, I 3f位‘2E 3Lf．但／ §3 、 8"7 3/ふ0, 3奴66 l 、5ムt o,og、 I 、 67to,06

表 2 海永中）げジウムの分柏詰果

位はいすれも<·-3閉／'.t I （試料は東海尺園釘放授の卸好急による）
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2 A 3 光量ふ放射化式 I~ 3;"る棉準房厄中パ詭元帝の同時定｛

（第手り敬屡．夷北和『） 0佐藤允萎・加藤誓吋・鈴木｛言ず

締言：放射如辛品体検出弟'"よる r 縮スベクトロメトリーも鎚介合炉いる分
析戎 1丸迎ギII:::平武料ゃ王功停，環希試料なとV の分ボ分元素の非誼痣同奸包青q
釣'"大蓑病利 I= i咲t'.Jいて“る。 2 0)際，新箪な化弔分詣も｛希用して含孔素分杵
の知果t呑ずている湯合 4 勿 VI •熟中ヤ笞｝ I= こ b 放射ぅヒぅ斎 1澤位て＂畜 b が， M心．
Na、 Sc, Co なし｀りなうな (n,9 ）互応阿面積 0 大う u 元意t合む討料て｀噸降燦
令析 11 担I f艮tうす h 。高ェネ 1レf - 5 縮 I" t ?I放身すiヒ分析 I言：のこうな枷呉t i平
なわず，（び、れ），（r, p)反行なゞ，，主成＇物t計戎11 ~)':. t:;. I=- さ，て前彦I:. 11 思っ rこ

懸和主ヒ将畢｛坐〇あ a う；；玄t上tると芹元うれら。本珂状て，ゅU'. S. ct. S 叶憲”

石q--1 11.'-1>~ W-1 ，口本迎賃楓亙 #r ~,配加., 5 年 1 おさ亡了 B-1 e t{料しして

釦□ 30 叫r"廂射て”沢射化し，残暫核t Ge し）喰出差t"苛吸l すうガ戎，汀輯元素
。非知菓同時也青 c 拭,;,-,和広0\緑敏賃ゃ正算 2 t癒討しt。
輝： ＂”^一也骨（希末作0逗0 慣,) ~ア lレミニウムう6,2 乞装してq血憫4

X 伍属 I＝叔型しfご。比蓑言祈，ざ名戒分＾環冷物 (S.i.〇2 給叩， M30 s．的， TO, |9りも

和03591% 、 Na2co3 ( IJ., Ca(~,.3 J,%) l': 微骨戒分（恥、 e,Co, Mれ、 Nb 、 Rb,Sv、 Y, zY) 

t合も嘩煮 9 ーバt加えて 1IO°C I＝弗燥tセだもの•z" I 同褥 I::;. ァ lレミニウム孫

'"乞んて" q心¢ ｀牛叫砧 1:; 必拶しfS o てク｀午ンウ/,JI,i-岱 M, 0, r)2午NQ I= と.,て乾骨て"

9 3 仄叩7At(.*, 0(）叫N＾ "”とな 3 (1) ?.g ’1 1つ霰化マグ芥シ 1ウムt比較試拌tして放
射化柑，了 lレミニウム乞活ち恥，除いて'Ji.ll 泥l, ~.炭斥試料のいl に比陪吠料t

圭べ） 稟北大 Iぽ窪翠葬の意十碑型加直娑かうの 30 MしV告l第郭炉 4 時 1釘煎射した。

虹 1: I~ おしして 1＋心知 Lは）検出羞~ 10 研ケャ")..キル栽高分祈番t記況痴

工芥 lレや一セラ阪＇嘔の 1iすかぅ核稚げ釘配り浚 I" 条成lif元寺 4 含析骨¢茸出した。
＂と芳魚：牛稚 0 "鬼斧 Iプ'"てィ尋られわ紫果t柔 1 1= 示した。 2 分析の
”1ヶ相互 I＝哀＜ー孜し，蒋複 I~ ＼子、＂土 3 欠以内て”あ，ド。 ←一＼凡と杖 w-l のを

“は江黛直 (F心sc如 ",Y4Co ll!r,\e~ckec4. V心）'I: gえ泳内て＂一致 L ており，玲—I,
ゴ B-1 1",.. て 1 さ 1也Qり和名J: ~る緋果 2) ヒ比較してもしなゞ湛足すべ名i直t得た。
和去 1古ス\-ロンナウム／ジ Iレコニウム＼二，ざ特，＝庫敏て’'今俊， 4怠々の蓉式科の分が＇ニ
キJ用てうるヒ思りドる。 つf： 4 、ットリウムや:;:..オブイの非怠達也-t Iさ｛也のわt -z" I~ 

困紐ず為るが，本戎でしャ扮呻果炉 1月 5 忙る。

1) M. F如叫釘， ~oc似聞．a &is111.o~ A函＇ 珪， 6S (1%'1). 

l) A. A心， H. 知atawa, T.0匹Yi伍 E.T吐屯， 知o中e仏．J.》 主， I s-/ {_(f71). 
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表 1 定骨話呆

I 
q--I w-, J(i--' JB -I 

本戎 嫁直I)‘ わ去滋直＇） 和広 ざ船直2.) 本戎、 氾船直.2J

主成令(%)

Na20 料 3. 3 2 2.26 2.l5 3.21 3. 2&'-3.4-3 2. 72 芍2-2.fo
2.31 3. 2q 2.73 

怜°
0.39 0.38 

644 6.62 
o,q8 

0.67-D.76 g.03 172ー［り9
0.4-2 6.65" o.'lf 7.gg 

uO 1.17 l. 3q /:2,0 /1.0 2.33 2.oo-2,2g C/.62 fi5-f.35 
/. 30 l l. 6 2. 3 } '1.O'7 

7'02 0.26 
0.26 

/. /2 /.07 0.2s 0.26-0.34- 1.21 /.33-/.s-/ 
0.25 /.07 0.26 l* 2l 

M心 0.036 0.03 a22 0./7 00..00554 7 0.OSf-ao6 0,/3 D.1$' 
0,03/ 0.18 o.94 

凡03 1.78 J,q4 J0,7 
/I. I 2.06 l.f3-294 e.rro g公一9.02

,.~8 ,,.2 2,og e."7 

徴骨成｀/fr (ppm) 

Co 2.6 2.4 が7 50 48 39-l l 41 2'l-4q 
2.4- S4 4: q 43 

Rb 
2/0 220 

23 22 
iり3

{68ー凶7 柊 34-45 
! lq$ 24 /78 叶

|ふ
265 25o 

l93 i80 : 984 960 -lqi 杵8 47- 外7
2,,7 If// 9 89 447 

y Is /3 
2s 25 3( く 30 27 

IS 26 , 39 26 

Zr I 210 2/0 16 JOO IO2. 74--[60 I46 
' 

20r 伶一 l/3 94l 

Nb 
1q 

20 
II /0 iと 16 

” 
/2 II 94 

Ce l 
212 170 召 23 店 4/.'t-47 68 65-6昭
20/ 牡 '12 

Ba Joto 1200 /SD II — 必0-470 320-454 
/OSO 
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2 A 4 )レテニウムの放、身寸代介珂

允エ試 〇甲田善生 ぅ可島達即
京放大 山本俊夫 手塚守 木守正幸大抵嘉彦

1. ぅ餐若 lよさきに放射性）レデニウム左三自フラスコ中で酸化脊」とともに加熱し
渭発させ 1 ポリエチ V`/7 ィルムに固着させて定量する方法を報告したが謬些
の方法を非放射性のルテニウム 1：：造刑し，悪桟藁品）海草，海底.:t.などの中の忽
量のルテ＝ウムをポリエチ V ｀ノフィルムに固着させ）多数のフィルム乏同時に原
子炉に入れて放射化し）効卒と＜定量すること全試みた。
2 一悪桟薬品の一定董左溶格して三角フラスコにとリ、琉酸しなどの這元I圭のな

い酸て‘'酸桂にし／こ¼\. I：：ペルオキッ賊酸了‘ノモニウム 過ヨウ崇酸カリウムなど
の酸化剤と叙量の塩化物を加えて°とポリエチレッフィルムで覆ぃ，湯浴上で2
時向以上加熱してルテニウムを定量的にフィルムに固着させた。このフィルム左
幻エチレッ管に封入し，約 I 0 本左ラビ＇ットにつめ）京大原子炉気送管
(I 0'沿／c況2• sec.)で 60 介町照射した。各ホ゜リエチレ‘ノフィルムは井戸型
NaI (Tし） ，こ入れて紅肛波高分析した。照射後約 1 ヶ月の頃 l:: 103Ru (T仁
31、 Sd) の 4 Cf 7keV のピーク面積を測定して定量 L た。
別にこの定量法の反応と同じ条件て｀＇／名 Ru 乏トレーサとして用い，三角フラ人

コ中て‘‘反応玄行なわせ，ポリエチ V‘ノフィルム 1：：固着するルテニウムの収阜と束｀
め，J::.言も定量値広補正した。

3 `ポリエチレソ lロネ、純物が少なく、そのうえフィ）レムとして 1 試打：： 50 唸
程度しか要せず，オ且体からの放凍t餃の妨害左少なくてきるので＇比較的術菓な方法
て‘‘0、 0 /だfのルテニウムまで‘容易に定量することがで＇きた。これ以下の含量の
もり口遠量低が不確かになるのて｀’,更に長時向d)，照射を行なう心要がある。
使用するば）エチ V ｀ノフィルムは高圧法によって作心れた 0、 0 2 祝況厚の士の
左中性麺J中で絹布7..`'こすって表面を洗ぃ／三角フラスコはフッ化］K景ア｀ノモニ
ウムの涼末につけて表面を免全に光浄 L ておヽ＜，浴要がある。塩化物の添加 It徴量
の｝臼テニゥムの収率£定量的にするためのもので Jヽロケ＂ン化物玄合わ試料IZ Iま
松要ない。反応来に加える酸iま点酸のほか、硝酸：リ人酸などが使用できる。

l/ (n, f) 103R tL 1：：よる生成ルテニウムの言災秘ぷ避けるため 1:: q7Ru t7)確就を
行なうJ~‘要があリ、栄リエナ V ｀ノ中の徴羞：の十放知：：よる放射節 1:::. ついて｛注意
を It_;わな＼yt<- 1ぶならない。

海草，海底±..中の）レテ＝ゥムについて 1ま瑾かなイい得るに至っていないが：熙
秩｀莱品につヽ＼て！ま多数パ直を得たので＇店 1:: 示した。
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原子番苦
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20 
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2 5 
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37 
38 
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40 
千 2、
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化学
L~ N 03 
Be (N03).2, 3 出 0

唸SO4 • 7 Hュ 0
A1(Nら）3 ·1 比0
Ca C しュ・ 2 H20 

Sc., (N03) 3 

Cr O a 
MnCL2. 4 比〇
Fe(N ら）3· 1 出 0
Co(N03)2.ｷ &出 0
Ni (N03).2. • 6 比 0
Cu S O4, 5出 0

Zn.S04ｷ 7 出〇
Ga(N島）3. 8'比〇
R h2. S01 
Sr (N 03) ュ
, 2 03 

幻 0(N03)z • 2 比 0
(N加）6 M o7 伍 •4 比〇
Rh,(N03)3 > 
Pd (N 0,3).2 

Ag NOs 

Cd so千． 1½ 比 0
I ri.2.(S 04入・ 1H辺
Cs Cし

Ba(N鉛）ュ
La (NO砂3 • 6 出〇

（叫）4 Ce (SO千）4 ＇ 2 出0
恥S i. W1.2. 0心・ /4 出0
出 Pt C[ 、. 6 出0

H Au C L1 • H c し
T し NO3
2 PbCOa t -P b(Ot1)2. 
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uoュ C N03)2. • 6 出 0
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2 A 5 玄鱗—鉄ニッケヽレ合浚系における金り分記

シカゴ｀大•青ム牛茂べ
0木村幹/<.s. Lewis, E. A叫ers

且鉄→ 7 IV今金 x 釦狂（絃脩物）とのfか全：かよびレ＝ウムの今珈2
l+{)0~/t oo ℃む＇戻測； 3. 移累 2 蛇稼‘1 月表面の玄武彦などり r "),全， レーう 4
の存た度との間足 I2 お、 1 マ升象 T 3. 

隼か淑比（次牙） 0)測定尺卜 V ーす；弐,~』っ'f:..

”匹 D= 合が祖戸会（また 1さレ＝ウム）の m: (9/g] 
該‘弟祖平の全 L また Iなレニ応）の濃度 [9/9]

豆希試料：玄武｀歩討料として屯ハワイ Maぃno し4危のも 4 (TL.wヽ7- 'lS)
と応キ；羊 Gor4a R,94, e.がら＾もの(# li坪）＞ およがアホ゜口 II 吾による月誌｀科
JO o みみ， I0053 の平均紐欲｀/:不且当す 3 麟｀玄式芳~ 3釦釦ぇ．

今猷訊‘料 1 つ I ~イ西り鉄破化物とのそ＂り灰‘か鵡広秤辰混合し， 白全 3 つぽ序
ぜ 13 5が、;.JJP虹埠後急·浚して， iす・・ガ‘ラスt 1尋 a. ~のがラス£粉序•し，汁慕魯
"> --藉文化鉄（ウス 9 イト）と加え、鉄りるつ、云．．l二入れて 5秋‘圧齊甜·r a. 二れ 2 ご
らにみ灸暦 1二具含封入し I珀 °C て｀令肱紺し； 急冷してが‘ラス 1i試科£イわた．

令全言え料：地症吋料 l::. つ u て 1本？9危只‘月祠｀料 Iこつりて、っ 30芦（ふぅ％），，

ニッケ ,v t~も合全£用＂た． 今全 11 、鉄ノ;::..., 9 、V IJ舛定i:.t.卒のあ夜から 9ド岐
りi it.殿 L, :;,.れた美空底忌 1：：入れ、＋St> °C て．．水領晨元£く 9 必 L, 最終的 I二

叶50°C I＝加丞して洞侵 L た．見かげの社ヶ直伶 I字 0,”m があった．
,. V ーす： Spとザp ure の全過レニウ 4 競 r ン王ニウ 4 (~IO_、3) I 10'[,。.z o

0 9 、)•琵応且柘して得｀re.,企 Iな玉水 I五紅も墓肴ら吐滋落たヽ：文えてふ；たとし
た・ レニウ 41::. つ●）て 1っ丞水 I：藩絆して用ヽ、た．

測史珂料の洞泉：ケ珈が‘平術（項tして、、 3 かと｀‘シか立明らか、-:.Ta "k-dlJ'ぅ友
知王トレーサ五玄弐紫相,~')Qえた喝、合とJ 今全相、z /J 1Z えた現合と lこつ II て， それ

ぃ•'れ加羞測定とみこな，た．文武彦に炉之 3 吼合は、 トレーす冷；たq少をi:. 7 

1レミナ 5 っぽfの玄弐茄拭‘ft (O.年 0 、 S 3 2 オ手和） I::. 秤も 和煉後、 I.Z OがC, I 

皓閑及立干ざ為同i反朔乎加み上しJ 毬力肛f2． ::,rt, /:!合勺ゾs —魯q企企巴加えて浪U走
印巧とした．ー分トレー 7 バ；紐が祠羞1、 卜 V ーサ浴液の少もい）j<.“し
元莉の叙ーニ・7 ヶ IV;＆合）K 瑕化物ド加えての互葬康姜座にしJ水系iつあく
逗元とみこなうす法、2 よった．全i`―た群扱エケヽv，っ油出L.I 油i; Jた E ＊和’吐筍
i:./Jtえた． 謂鬼した吟ぁ｀よび・玄武店汽吝t 5 l司科ド 71レミ T らっぽ•F 舒取し，，測
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史用詞料とした．/,;.ろ•るつ 19'’ の材料として 1屯汲4 t'.. 9 lレシウ 4 王を定和とし 1::. 戻
化ジ IV -:J ::.ウ A が、拡舒物じ打してもっとも珈釦王があった 9ぐ／ し 9" L,,7-"1.Aが割
れヵぐとじ'12 のて＂， 多< 7 、ソミt (_ 7 ぅンダ’ム） Z 用＂た．

加秘：るっぽ入りゥ測史試料 2 臭空炉fのモリ 7" デ，．ンるつぼ，二入れ乃拳が依し

た． 平街i伍度 ,1 釦9/2/)0 ．じ I:. とったが； 二のi＆度1:·• Iね“‘”'/l釦統けても平街
Iこ瓦しない二とが,.,,.,乏り L た0) -tｷ, II/.()0 ~/‘f)0°cノ 主としマ／sooI>¢ド方、I 7 複y
知 n‘.: なった．湛度の利足ヽ刃 モリ 7" ゎ‘ンるつ 1~" ~詞科るつ／かの悶,~斧入した

w (3y.. Re)-W (25% Re) 塗厖対 I=- ぶりみ二ない、心紅缶i□f Eli4f ~した．

可む直：加釦支ニフの推王セれそれ純杵 l沙紘してとる二と／す室菩 z•あ:).

ア IV ミナ 3 つ 1デ店i免冷 1支級絆す 3 と、 合全祖 Iア l~34a の全鹿魂とな 9. 12 ですく
かうい出す二とがて．． 1 7: がI 玄践産栢/::. Iプ令全の微拉い、9 入ってし、る日・能 9'王があ

り、 紋板錢下て＾の検雀が逸明なもの E 遅が出すととも，2 、瑳合 I ：：：よっ て 1；ムJ2

-K は 3昆今湛炭石｀よび奥尋）知士‘るオ肴製久→理苫；；‘=-なった、
討枚：シングIV 幻ネ、vi反あ合 1/J五っをi糸泉計及禄醤 E 用、，た．放わ化ク対れ

度しな手i恥恥色卸. (ぇ- 3 半j氏悶X L) あ｀よがq-e.年） 号苓件松ょ是 I::, よる• I 緯入＼“

クj-- i V 、：ょ）てしらへ＂た．

蛙羞．柿果 0 ーキp E 訂

―--」想．．...—―-―·-···----•一・・加羞iとた•峙閑 以り」互3-- DRe.XIO—3 
Mauna L匹 TLvl67-7S l5D0ー<! 150 介 3().t.1 (S M) 2'+ -:t. 7 (SM) 

,,,, ISOD0c /50 -G- ぷ土4- (MS) 舒0 ::I: 2 i0(MS)

如rd久 R;4,e 井 IIS4 /50D0{!, 1 .s-0 分 /80 エ 30 (SM) 

ヽ ISOO°c ls() グ 7ゆ~sr, (M'S) 

Synサetie Lun4r(Apolloli) J5CDーC Iぬ分 ／り土 90 (SM) l、 77 :i:. o.01(s,"I)

1, l500℃ Iぬ分
ー···-·--·一 ー・ • •一· • • ------ｷ •一··--------·--·・‘→ ·、----ｷ • • ｷ • ｷ --ｷ -• 

SM 1 -a:ケイ祓嗚1= トレーサ~ if;,,加 L ．加竺i凡1淡、した拐含
2,29土0.03 (MS) 

M s 心今全柑，：トレーグ 2 ;店”I..， 炉竺泣味こ L T虹羞合．

.:.れらの位 5 塾力労テヽ.-1 / 今まて．．，：伶らんた雄定複なと‘‘とェ設芳底 1. 3. 
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2 A 6 A! I e 几J e 刊易る中の宇官系稟言秀靡該棧

（要ズ、衰） 中芍裕二，，＂1 久夫上宙キ裔妾，令其峯雄，
9長口↑半

序論
従茉、下夏る中＾亨忠緑遠専核積 l吝． f易みq ？色｝r{ ，J＼‘,序苔森'f I~ 軒度杓 o n 祝

\:.「如t I... ~~虞射能痢戻，採和'lt金町没 rか't．．の手杖 I• よっ z 敦吟く関尼 L ←、
t i t" ~ ri 'I肴祁艮＆ 5 えて 3 「:。笈良喧コ;:, ~II うイト C う l；広，｛ら Al I ぃふ穫全乎
q叙弱放和匡；っ u tも， L ． A. R←忍a ll.:. 1), J T。知 lem & p.MOY Ae四nn2: r. J. 

｢ressy Jr. 3) ら/:ょ，て棟伶之氷 l "らぷ． ］I\"て叶破y衷グ＃臼 I•、J }『線洵走
て＂戌 3 。淑｀ 2,iシq AIlen ふ沌るの祓喉分可，： ；，て X絡f手泉核恥虹t紆
Ti iししもに穫ら序の食を中性かの鱈直(\`｀ ｝ンとさ試みた。 All と心aiら I否妃
o\久て 1 がら祁ても他 P夏 b じ比べ＇て祀平悦ずネがJ\ i‘｀と寸包ごりI..る．＂ •上~
叫礼いぁ b らOC。, i屈＼い、 2 \,1 と； i.,る。応移い）" pヽ覧著 l：現 h 氷ふ及
隷とし1., ll. 60 ら0(佗 l: J噂芍 Al；勾 ,w&,、考 L ぅ4- ~.沃々/Jン小うの萩栢

も和とりかと旦「・｀I)../, 瓜舛 T~ I 号「ぇ護該とり］な） 1; 。
児敦

似：”
かし＼て 1t A¥¥ Q..叫鱈守 ,,.NM t,.J\-1~ ~ !2.~ (3':> k{) さ 1 0 0 $I I司" Tこ

心分離のヤ回 NH叫も血斤ier と（て 1ptt HF, H N O3 名同 u て 1氏ラ墨ど＇分築し
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= 03 i士 0•I 午と，＇）直叱~ ;れた (No t氾ノ M 心ー一し， Y心•＾凡凡な心，
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2 A 8 石噴穫石等中の宇宿練片戒“° k. 

東哀大誉物性研究折．洞理学舒化学粒窒＊
マヽ‘, 7 ス・ 7°ヲンク研究析キ＊ . 

0 今村恵子今村峯雄ギ急正子＊＊本 9雅建

(l) 万誓隋石の金属成・分中の，宇官線蕨生成い K

刹々 1な、患、の作甲や鮮析上の困難か少ないと思われる，金尾氏今中の申宿統生
成枝稚困~'l zt.すること 5 言式、お． 61口の冷石ヰのゆ k, 1 1n の？易石中の丘v ti『)定
でをた。ますマク••え、ヽ？卜で辻gりした金屁粒と蛭昔渡沈係第 l：：よリ繹製し，落解し
だ後2 39K-i農、箔 l町立偽（ヒ トレーサーLl-'l V) "E.加え目的元繁l. 4ヒ栄分離し，
因位倅比復Ij定を行なった。 v,：：つい LI不ょカーボンヒ茨 l::.Re -フ 4 ヲメント上
追付することによリ，感度こJ:. lt・，字定なビームか得られた。 9至紡壕豹温入
し本 o. 1..... 。...”“J•あった。陪石相王闇の比鼓と行なうため，文献値を団パ I
叫 e / 4oK □9 旦求めた o 丁拓必 T血炉ヵ＆伽必必松 0経奥から，孝中の先の
直石 1ぷほぼ中程度の大きさ，環界さで•投．P日できたか， Bru如名ルm と 8＾逗5~
は也 l 1直tを-s'~れり 2 陽石の放街胆紐這唇すると， 22N e の追り；た百§t
I卜もか房んら水 3 。なお， Br以い知ふ』で得られた”Vl9 (2 ・ク土 o. 5) x 101 ユ

屎み／ 3• Fe であり，知 v ／必 K ~ s. 1 Ii--,,\ヽさな·録預石 T心守a のイ直JI.. 9 ヒ
炉·て心ason心ムである。光の 49屡石につりて，広が3e- d.epヤ£ヵ·ら． “°Kの生
充｀透）宦は 1 心’メ 10IO 再切／ヽ叫ヒ稚定さ心揖ら中た uo k ー毎イゼJ本， 22 Ne 。年

4せと血） 4直戸示し~ 0 (c.f。 Tre炉しで•簿出した生成逹度 1・出 IOIO 丹、み／~y)
Br叫必心が心と Br必ts必必cl Iごついて l、古亀J/o K -年ft J;t22N e —与代；ヒ比べ‘t,

ro ~100 ％需りと計 5 小る。 なお．立 N e 一年代箆出に当って閲生叙返
裏， 1 ・か 10'1 辰匂／→かを仮走した。 Pea c.e. R i u砂恥如、心w』 B叫s必公ぼ
っ1/) z.. Iさ．叩 K として) 2~'+ 固測足の平均｛直と罪レた。

Jん心込、

R:chardton 

PeaceRiuer 

St.Severin 

Ho l brook ----------
Bru&erheim 

翫必tshe i d

I 生戎:~:~)I ~I (10" 原幻／g E)|K- lj..O HETAL | 
l 3. 1 士 o. 6 ! Cf. 0 士 1. 9 

| 5.q ｱ.o.,., I 7. g士，1. 2 I 
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! 1 ・q士 o. 4- I 8 土:t.. I 
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I 6. 3 士 o.z. I If. s 土 o. s- I 
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(2,) 月面珪酸堪中の 40. K.

既に，石哨隋石中 K含量の低し） A中叫r沈しにつヽ）て，l.j.0 co C')'I.., p)4°K9 及
応の終昇生じた sp魂叩心丸°K かわずガー例なかシ棟出之れてし）る。 w~sser
加咋らは， Ca- poor A必砂iteノ Ens+a七；teりがとして危ゑな No叶が
C四呵につりて測定巳行ない，糸92% Ca ，約 100 pp mK, 照術恥 1 ・ 10e”
毎件の下に、 1. 5％釦如K が農綿を綬告してレ）る。仇‘々 lな.::,の令瑶コ、安＇子閲
できる伶砂のものと芳え，月参れ料•力釘叫の反応にa--~l+(J K を核出して残射年
心江m予備的ないい郎わた。 打信訊｀沿 l"J.短~いもので 107 抄 I 長い
もので‘斗 •10% l汲這射を食けてあリ、力‘っ註糾 I::. よっ乙 It K 含量かイ丘く，， Ca
な釦む）す‘ヽれも届いので‘，紐なも次茅で 1ま，虹直舶度の治戌糾石見出すこ
辺蘭点りないものと判祈した。また咽量ら析屯における K の核屈歴足 Iあいっ
で‘,1が各以下で•免分であリ， 10m} 以下の該糾で•も瑚I定か罰疑で•ある。ま恥糾 1;i.
HF 廷涅後隧イオン炉急：よリ k ピ分綸し，逼福禿瑳の形で囮仮し瓦トレーサー
としが2A r よりミ 1レキンケ•した LRK 紅直し） p針訟合によリ化患収牛 E 況め
また柏対堂は 7 レー A iを、で·求の応表個＇霞崎召， Re ヌ 1本 W 単ーフィラメントラ舌
にか~ U6 K / 4l K (二次＇危い紅を使 I#) E.求め 3 傍コレクターのみを足速/C
交喚し{ I 3q K / 41 K (イオン電冶心 D. C. で直祥増伐）のi夏II走"E.J司将に行なi/}
＂差r,lいか‘ケ割知果を椅正した。噴量差割効果）ま 1mass あたリ 1 % I ：：も逗した
か，福正絃1エ角現｝祖として土 0．体％以下に収めう 3 見通ししこ待た。庁 ®lな砂叫ん
沿なCa.Ae.2.年 09 から灰‘~ 60015 屯料としたな， K か 90 ppm 程度で•あ 3 Iこ
もか衣わらす舒芸節⑲内で‘i農描乙紀め弓かった。こ小／庄該紐か偲々 10乃程、t‘‘
あったしとに1”‘ ならな n もの違された o 今後/;1 10l?}以上の泡l 足芳易なは糾
によって月面でりや K QJ生威‘辛こあ｀之えてゆく子足 C‘ある。沿，この目的 I芍逸し
た訟｀和 1さ， 10 号
中℃ 1玄 IIS"'+I &', | PC'oltak 長ight ^d  

/S'l-15, /5'668', 紐／41 必／41* 

9*ネ
nor匹切ect.. ｷca. 
40/41:j< % 

K 

ppm 

応07ヽ第であろう。 試基
将采）ょ土燒まぷ知か 四O ii. 1ふ 13.,.,9 /.,,3 牛 ／．ケ3 J./.

ら鉱物分超して， ‘‘ 93. 9/ I. 752 /. 71.1-斗

k 含唇のイ釘）哀p/jj 61 2.斗 1, '7 /3. SL/-, ,.'7え，，

につり C研尻ひ、な
(Soie) 

/ 3. fi6 /.?ぇえ．II 

/.'7斗3 } 11 608 
／．ク3 7 

て小 3 ^‘’さ℃＇、あう 6 0015, 斗5 14-.0 /.'7仕S

う o II ／ff.ぇ ／．ク7

／．クユ？ } 13 ,,0 
/,7牛

600 ts, 28 /'I-. 14- I 、 160 I、'73 8 I.a タL/-

** to 6q /41 = 1a.7? キ >< I 0 —3. 
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2 A 9 必ーYe⇔i L をうけた 2年孔叫印年中の行勅とその地殊｀化学
的危希

9学習茂九浮茸I学評
0 叙光正｝

木赳｀抒危
天然水中の坦切／沼u OJ非平衛の主な原因として ,d-Ye.c.oi L による 23吋甘しの

麟表面からの放幻｀房えぅ也ること 11, I ; (,`‘に発表され乙いる． この現象と於
に， l麟表面にある化石化された 23吼らペー Yecoitの禄針， 9二屹っ7., 2.咽ね
い 1i沿u ガ｀＂液相に椋々にとりて｀＇る二とt考えぅる二とがの↑｀しうれてきたが，そ
れ以特する直棒の＇妥照蛉展 I~ 不 L z.いながった． ：：：こ L‘は，我々 Iよ二虹うな
“足和 1：：顔口広し(_ II る均3礼の改ーreco i L の悟騨［ニセフて， 23憬ぁゑ I) Iょ
い環支生鮫枝虚田か まわ＼）の水中にとサ虚てゆくことがどの移皮含こりう
るが，また灼逗程がどのようなものか，固併中のo{-Yec.oi~ fl知炉·力＇｀＇どのくらしJ
がた見る目的で＇択験匂デった。

安戟： 硝酸ウラニ 1レの；葱水i鬼液（叫 I：：つ I) て（/, 8 I 士 D, C> 3) X /021 a,茄 s/<111t)
疇佳／似〇士 l'1だのヵ｀＇ラスビース｀‘l o o3r を約ュg o 曰邊し，必ー'(eco iしをぅ
1tたユ3”Th t 1J99 ラスピ｀ース‘'の中に打すち込まセ Z 後， n" ラスピ｀ース｀｀の表面さきれり
にあらう0 ：：のビーズ｀を，一足のラ島度の下いI<.. に浸し、一定町年間に水中にし
豆 L てくるュ3勺K の登ど腿 L t=-..7k i旦ii I S,0°C と移，パ C゚ の場合炉＂て
莉伶古る．

直疇琥と考深：布述の光ったガラスビーズ＇に位まれてり 3 23午 TA 汀府邊
は 8 4- 0 土 l6 中ヅgr て｀‘,うも｀｀の二さ小たと方えられる.23初は 2,6 ヽ士 o.o I 
如／炉‘'殆ど無視 L うか昼があった．
この1j’ラスビ‘ース’'を辛径 R CTJ森とし，カ<1) laのよぅ l：：
とのまヽ）の£の乱雌，方なわちゃい臼疇油 1、四u

”麦したとき，（図囀紐の評ゲの硝祓］ラ＝ lし光訊
1湯賃 L T-:.. 'tぎ）長さ必の飛繹只っ ~34 Tltが＇／半径尺
”197 ス甜には＼り二tヽ虚怜計算5 ると，

p：：：：：ー＿ l-—-一冗 l(R←!-)
知（（R＋か）守）

となゑ ／gのがラスビース’’0 応教を N J :i粍がウラニ 1し水漉i夜申つ 238Uo 紐．
をp (at四／l)t\£)としたとき， N f国のが｀ラス岱中 1::.1本いつて、ヽるユ町K 0)原み敗
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の町がよ 3 愛化lょ

n =Nx 以 [R巴長］呼a23gu (I-eA23吼り／ふ吋
て＇与久られる． ここz.-·tはガ＇ヲ 7、封遠硝哉ウラニ Iし茨i夜につ 9ナはじめてかうの所
翫，入はい凶‘れ＂／そえ如＂示した枝穆が梗養足孜t"ある。 この式に虎測され
本れの直さ入れ乙 I £をボめると I m :t砕 A となった． この桑程 l如硝祠笈ウラ
二／パ麟朽ものず，嚢0程か｀房歿 1一釦尤倒すると L_,c., f;"ヲス中の 23門h.. Ci)桑
程い渇ると/ 8 B 6 :ｱ 22 A とな'),布に報告したジ｀lレコン中の福程ととく—攻
した維果が得られ、た。
このがラスビーズ‘も 3°c ぁ、よが｀午紐゜C の水中に放置 L たとき，水白に L~

広し"Z.. <る 234廿這篇項lよ和翫 7`'7 7 のようになる。 このグラフて｀＇ 芦軸
にとったお囁心よ ガ＇ラスビーズを水中に入ればし、あたときの 23勺裕の量 l=
囀した釦｀‘,者出の現後を叶るため l二 I ~3午几遠麦 I-=- j::_る玲ウがなヽヽ場合に掠

篤したい渇る。 ] l600 CP仇
・ 午8，竺こ←ヤ---ヤ 1し00 籾g,斗を

sーC I200 

c.p岡
looo 

ISO 
-/‘/ 

800 

600 
100. 

・午00
-,v  -

」 200
乙戸

--

!>"O ~ Iヽ‘/ / /’ 

ヽ

I,  4, 

100 200 300 'too too hr 
t• 

この町‘ら見られるぷう 1::..1 化．石化した暴緯がらの鳴出噸'1喜ばかな戊釦‘;
少くとも 2 つ囀：＜嬰這構た九えれ 1ぶ｀肛らな＼）ことが＇召態士れ§が＇，許細は更
1：：朗葱；皇ね因渾噴な 91 よう 1" ある.. L 力‘L 虹刀横がと＇’ゥにぅ 1‘｀あ叫必ー
汲叫をうけた枝社が｀，い叩葬 I二芝っ c麟 L -Z..くる事侭 Iま，繹水中の
.2.34-u/238U 比ど説明対るときに，叡見刃る二と 1まて｀＇きな 11 現知｀＇あると危えら
れる．
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2 A 10 かレコン中(7)オ亥分裂片祗踪 I

九た理 0 西国哲明火壻追オ毎本呑次

／／／／四：各：／：：／島口口／／：ロ
一方イント• {J)う）しつンについて 11 、ヒ゜ットの平均 迄

(J)長さが• b ぇ 5 ゜し疇十ヽ戸刷「い恥 7b o ．し 答
I • ヽ・

付迄で約 1ん這‘I『 l た。 1 f:ピット(1)手均蛾危し不
5 9 0 ゜しからぅ武少もやあ、もえ夕°シt約 l／えに • 
. 7 0 0 o (., tｷ l jl牛 I~ 栽｀少し r: 。 I図 2)

アニーリング笑験からf尋られた、各羞危にお lT る
ピット(7)手均の展ざと手均/7)己万卜緊度(/)直店`

釦斗iジIL9コンし糸島）

300 ーやO やO

図 Z.7;::.—わり＂曲令泉
ｰー 7oo 
→温度（゜し）
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ー一般的汀速度論の式に 1べ入して一次がら五次ぐらいi t /T)みが 11の速度走数＆衣
めた。すなわちアニーリングもうげてし＇『いときのピットの平均の長さも＆，ぁ
る温度にお lすみそれ；如すみと一次反応につじ 1 (1. 

私＝ I~ん・ム（化。／'&")
加訊応 1: ついてほ．

-k. ::o lん (1l-1) ・（ぽ'- l／釘―1 J
直したぽ速度史数，t11-時閉）

輝l:7 ::::.-')シ 7"もうけてい『 l‘ しきのピッt (J')年均哀度を N0 ，あみ温雇 l こ
おいてアニー 1) ンゲ｀とう 11 r~ ヒ 3 (/)そlit\. f Ni,どすみと一次反応ドつI.‘て．

た：： 1／c. ム (M／ル）
れ次反応についてi-t.

知 l/t如l) ・ [I／犀'-l／犀＇］しなみ。これら疇 l~
ぅ則足傾いい入して．速度走孜き菰めt:。
このようにして得られた各茨政におけ々速度定数(J)tし(JI?寸数仙貝廷対温度の這

放 l：ず寸して 1゜ロット (Arr如れ如 P嵐）召行子『い．う釘＇缶化エネ｝巧—が一走 K
いう仮走『もして、直綴 1'缶からセイロンのジ）レコンの場合に（~.ビットの和り(J)
長さがら見々ヒー況であリ』楳の｛速 3 がら 1 、 1eV ヒーいう和＇糾いエネ）レギーが得
られた。 3 r:. t:゜ットの平均翌度f/l側から l1 三次が妥当で＇う名f王にエネ lレやー 11. I司
じく 1 、 7 eV という値が得られた。
福岡県糸島危(7)ジルフンにっぃ 1 11‘\::.。ット°平均の長さ/平均屈度/J)じずれ
の祐合からし四次が昴も各多と、思われ、う名咋化エネ）パー ll. ともに Z. 3 ev と
いうi直t·`ム., rこ。図 3)

ィー／ドのジ）しフンについても糸島危(/)ジル
フンの場合と同様にヒ゜ットの平均の長さ，五
均限度のいずれからも'J1J iKがを知．．．直．f菜の

傾きがらう含1孔エネ｝レギー Z.b e... V が得られ

f:.。

福虹和印うよび台清彦(J\:::ハレフン 1 ―・つい
て I :l 叫の良、駿；目下 1子り—, 1 し‘々。 /..~ •‘”. 7.00. 7f。置．
従来免稔窒 I：お I~ 々アニー＇）シ］、、実験叫直 図ザ？ふ°ス 7I:;：卜‘五評".-!・ぶ）
から目怨界にお l↑み、鉱物等の年代‘樺史を行なうと？ー表的に一次反応•ししてアニ
ーリン？｀＇＆扱い｀一次反応•ドおけらう名 1'乞にエネ Iレゃーfl) 1直も用い 1 年代‘0 痘定が·
r；されてきた。一｀れに吋 L てアニー＇）ンブ実験の値 1: 晋述の速度丙を逍L用するこ
とによ＇）迫当 r［反応沢数が見つがり．ぅ含ほ化工序）レギーの 1直 l1 次数 1 ―、J., t犬き

く累 r；み。このことから、 r: fi‘ー表的（：：ーン欠反応'c. l て取扱うこ'c (: Jフて 1t\い

温度にお 11 クア-;::. -リン 7" /l)補正£ 1予「；うこしに打 L i.疑間が特 r：い々。

7
• 

ーー＇ 訳科ー；森年（禾あ）―

ーヒt.I怜平均藍角ょ') -
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フィ三ョントラックよりの核分裂片の溶瓜
2 A 11 

東大物性研 〇告田 邦夫 宮島恭子 本田雅健

序．高ェネルギー粒子が詢賃 I, 入射し K場合．物質の種類粒子あた 1} のエネ
lL ギー．質曼等 I, よって定する椛程の向 I' エネルキ｀’ーを失tJぃ静止する。ゼの向．
闊知沿って刺笥社籠謎道1易を与えゐぶ．各種絶緑性固1本で[;;t.適当はエッ
今ンク．．ぅ去 lミよ，）．いわゆるトラッ 7 を生成させゐことができ．広範tJ府用IJ:u n‘ 

られている。

本研究でばポ l} カーボネート・フィルム 1＜対するエッチン 7ゞ条件を検討し、
更 1-;: ．捕捉され K粒子をぅ容倣させゐ予備的実験を試汁た。

1 ．ポリカーポネートに対するエッ今ン 7•• 条件の検咽
252cfの核分裂片を照射した1t、°l) n -'tミ‘ネート (Lexan) を用 1 l て、常温での、

筒便．迅速tJ I ッ今ング条件を検討し「く。線源（約 o.olµC) から 5mm 難して
唐さ 200 µのレキサンを置き．直径 8 "Inれの円形内に数令～数十令照射し K. Iｭ

ラック宏度は IO~~90b／⑰であった。種々の化学試蓑を用いて I 、ッチング‘し顕微
饒下で観察 L f-:. t.こグ有機落媒、の効果IJ~・大きいことがわかった。

Tab1e 1三 Ti ne 枷加 TYack -2µ 中，5/udeep. ｷ 図． トラッ 7 の形状・
EtchanT Time(5.6olo koH ( OH) 

(CH必NOH in CH30H 10ｾ..... ------~5-~~~ 姦＝＝＝＝＝古

5% 15' 

2.5% 36 

(CH必心H40H)NOH in CH30H 13% S 

(CH込(QH詞l)NOH i n CH3OH 18 % <2 

10% (CH辺NOH CH3OH: H2ol1U‘n. 

90 10 6.5 

80 20 13 

50 so 80 

0 100 へ 4 days 

Tab1~ .Shalpe at 10 min E:t如in
｢ d I s. 6 ｾ KOH/ c庄sOH 4 

4% NaOH/CH拉 H

C2西OH

56 0/。 KOH/CH“OH

2

2

4

 

5

5

7

 

C3 出 OH

~H qOH 

CsH110H 

5

4

4

 

7

8

 7

ざ
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2. 核介裂片の落盆実験
前並心、険に見釘通り．粒子停止点を蔽えて更 I~ 深＜工、ソ＋ンク、、される。従っ
｀当は 1 ッ午ンかを行tJえば、オ友介裂片ほ；麟申 I~ぅ客公すゐ。 235U( 'Y\,f)
によって生す..机勧濃片遭量とエネルギー（柄·程）との向に 1i一定の関係が｀あ
り．軽疇畏片ほ疇 n エネルギーを有し｀トラッ 7 l1 長くtJゐと思われ々。そ
こで．化営菰康により適当は I ッチン 7" を行ばうと． 3 す童核p、・戎紐すら 1I T· で·
ある武粒る通遥の町易と溶解浬腹の関係はー様で I J tJ I\ ので．奥際 I, 11. 複雑
叫巣相を呈す々であらう． ここで ll. 天然ウランの直性る核介裂片を,t.? I) 刀ーボ
ネート• 7 ィ IL ム I, 捕捉し． I ッ 4 ンゲ｀ I~ よリ宦核と軽核を蚤択的 I, 落生させる
ことを諒紆 r<.
』逗線源這ぃ麒釈•ヽ、しかも垂直方伺 I" 並ぃ1--ラックIJ<·得られるようtJ綬·
何営的条件を満K すオ法を考え「く。 幅 8 叩兄長さ b2.8m皿のポI) n ーボ｀ネート
7 ィルム（バイエル社巌 MakY-oto.1 K&) boµ をア 7 I) IL 製フ、ロックの直経 20
仇M の円筒内 lぐ装着した。唇さ 2µ のボ Il n ーポネート・フィ IL ム上 I,. 天紅ウ
ラ＞水落液を滴下｀風乾し．約 I µ1 とし． この線源を円筒状 7 ィルムの印 lt‘l<
設置しにサン 7o I しは 上訊7・、ロッ 7 を 2 個 1 組とし．立大原子炉 TRI G-A
MARK II で 30 分向照射 L 長 (5 • 10"'l1 / Aec ・叩2) 。 トラッ 7 宏夜 l J.甫 rJ I) 

合う二とを遥む↑ゐ為． < l 炉／c.m2.としている。
落戯放射能剣定 ェッチン7"1;t. S. 6 % -KOH メタ）ール溶政を用 11 て．同
ーサン 7°IL l< 7 U て． 10 介， 15 分， 20分［合計］イ子はっ長． I ッチン 7"試料IJ
も旺·ll'I so cc Ge(Li)検広器 1:. よ（）．もスペ 7 卜 1L (I keV/』)を卦l定し．標
津試料（非ェッ今ンが試料）のそれと比鼓することによ？て．核介裂片の落出を
検討しに核稚fJ)碓誤•IJ.攘変曲練を求めて行tふ I. ー致するものの打用 I\ 1-.::. 

Table 3. Retention o~ね9ments
Retention % 

EneFra nent Ty EtC.h i n 下me l0 15 20 min 

Heavy 1SO keV 131Te 24.8m loo qz 士 3 72 士 7 44 士 2
166 13.:i Ba 8~ I oo Io I 士 1 71 士 2 53 士 8
Lq o 、 414| B& l 8 し00 82 巨＿― b5 士 18 7 士 7

.. 
Avev-aqe in H翌v P紅加1es IOO 9乙 69 • 35 

104-
3o7 keV w• Tc 1-8 I oo 82 士 O q4 士 I loo 士q

358 101Tc 14 l 00 81 士 1q 57 士 10 5q士 4
Li,ht 

_qz<2_ 竺-- 20 、 3 ー上包-- 80 i 5 q5 -t 5 b5 士 9
Averao.e ivi u~ht Part des Io o 81 82 75 

軽核M屎持されてt＼る偏同が泊られ々が｀． 13 っき 1) し「」粘屎が得らればIJ‘'「<
の I"J.幾何営的条件p叶｀十介に成たされてい「J p｀っ「’＜ k めと思わLr\';;i.
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2 A 12 4'Ca (1)半薮翻測定

（東大。理） 馬渕又夫，高橋先，中村裕二／野津慮趨
宋□博

叱叫、 E. C. 壊変で＇叫くになり、その隆ヵリウムの X線と放品する 、の
41c; 畔叩賤羹よ、この核嘉璽の半裁其且ボ約 1 直：尋載疇心と＼文輝の
エネ lレギーぶ‘低V\こと（ 3. 3k e.す）などのため酷しく、現在まで、 YA p F 

E らによる二例．・ (1. 1.:!:0. 3) x I O S'y ----.. (I q s 3)., (り． 5 .:t l 

. I) x I O 4 y ----(/ Cf G 2) と WAH LIN （こよる一例： 1. 2x1os-y 

•ー・--•(| 9 6 6) があるにすざ｀ない。この核種 I吝，序宙化常的にも重要であリ、瑕
石中から検出される二とが＇真彬寺されて l I るが、楼出倒はまだ＇一例(Grd h e s 

中：fVI ABUCHI 辺必（ I q 6 ~))しかなく、こ叫直と用以て組かい艤
恥ヽでぎるとこるまで達していな凶。 しかし、低）＼｀ックグラウンド向覇能の~ 1/¥ 

X線測史器曰用いれば、 41 Ca.の史量的楼出も因推でなく、 41 Ca の半蒋賄とで
さるお‘IT正慮乱昧し乙おく必畢が生じ＇る。
本剌応 lぷ、従来の 41 Ca 半澱｀殆茉」定が’、 4l Cd さ作成す訂知 7 ラッつスー
モニターとして Co と用いふのに替之、 Ca試灼中 1二れずか 1二 l忌まいる 44Ca の
(n) Y) 反応でで守る吹滋さ用いた。厩坦Iむ知叡ある。 Ca瞬長叩
牲うで器射したのちlこで守る放卵牲 41 C a.と心Ca 0)放射筵~ A41 _)月45 とする
と、

叫＝N405 0--40 (I - €—,t41t) (I) 

心＝N牡J0--44 (I - e如辻） ( 2) 

湿し、 N必J N44 ぼ試料中の 40Ca .J4-4C a の原う数§は執中
帷汀見区）四は 40caJ件 Ca.の熱中性う勘騎疇.) 3 
41.} 畑 lさ 41 c&) 吹 Caり顧：趨匁已遥珈疇）

となる。 (I) 式では．加t <<1 ヵ渭砂立っので9 ` 
心＝N4o -5 t四o加（l/）

と和t~が＇、 （ 2）'式では．
邸＝N如-5-t0-竹わ這 ｝ば）
a=(I -e ― 3四：） ／和45 t

這に補正値a＆用いて書さ匡す。 (l') ば）よリ

侶＝（塁）（己）（羹；）（古） (3) 

となるので、4-1Ca の半裁鞘さ T41} 4-s Ca 0)半蒋期eT45 とすると｀
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T4t ＝（也）（詞）し）（±>. (4) 

ど謬。 (4) 式から吊る様にT41 ほ §1喜即麟俎として求めら＝とがで芍う。
瓢は 40Ca 濃稔翻謎（疇叩 CaCO 3 > 44-Ca. I 40 Ca..= 2. 2 x 

lO―4) と用い、洪射（ふ、J RR-2 で l 9 6 ？年ワ月 2 ぎ日から 8 月 9Bl ：：：カ＼
げて認疇朋56倒謬‘った。(f I u X （い（ 013 の／ Cm2 •Se c.) g酔射
斜殿む~ HN03 にとかいたの 5 、賜イオン交勲浪釦倦む過摩0C叶諷
宏で不紀吻さ分錨し、最終的I二は Ca C2 04 0 砂這J定朕料とした。詞湘の重
量の知 4試料（サン 7゜！レ番号 虹l) e 千2) e 4~ 1 e件）さ作成し、夫々につ
奴．竺＆紅醗疇j史と、 41 Ca., X線麟剰定琴なったが1、後恙疇応
隙して 4汽Ca0) {3起於妨壱とならので、 X稔珈庭は紅諏釦哨噸l：：：低くな 3 ま
尋租て侭った。セ0)瓦戸Ca 璃麟は 1 qワ 0 年［月 I 6 B l遺な l I, 
双：以鱗）史は I qヮ 3年7 目に行なった。戸、 P卑郎）知 I q 7 2 年 12
月 19B にもィ］ない．柴載陶刃鱈託行なったと、ヽぅ嘩1二吊いられ之 (I る
I ~58 と一致し之し 1 た。
天々配則定偽と、計敬効幸． 白己必収 マイラー I：：よ紅汲収喘の椅正とほどこ
した倍射直俊の放射餡遥とさ度にし乙奴I二示す。 X緑刻史の際の限イ直は o. 1 

5"0)  k/kt-L 値は 0. 90  9(MA BU  C H I ば、心 (I qらざ）釘弔い
EA直）さ吊UE.

サン7゚ lレ
究註癖却史 4- 1 位X 稔退IJ庚 F¥45 

遠ll戻偽（り庶 l 月 1品）酬画加紺直 通1)謹（り3年研） 器筋恥細偏 R41 

Q41 
c.pi... 0pm I.'70c p土wio. II I I 41.~apエ1t12. 7 1 ワ05. 6 土 14.0 i 托44. 7 エ 38.1 11 C).'i'.!8'. I 

e42. 2674.2 エ 23．ざ 7図2.5 .t 6ワ． I 2. 7D 土 o. I!? 71.l.:t4-.7 106. I:tg,o 

e43 331'l, 4:t2(;,.4 q362會 2 .t 745 3. S.ぶ土 0. 36 '/4.3 エ 9. 5 Cf'f. 3.:tfO.f 

e# 392.I.() :t2.8.6 11192. 3.:t&'I.｣ 3.65.t0.2.3 99. 6 士 6,4 112.4:t& O 

罪均1直（ずで言頂卜つさ） 101?.2.:t4.3 

四り □ 直としこ l芯晨鯰測史例、0-40 = 0. 4 0:t.o. 04-b..,) 四＝ 1
. 0 3 エ o. 09 b (Ct<ANS TON  胚~ W H I T E ('ri I)) さ用几ここ
で得た却定蓮ととも 1二 (4) 釣二4f入すると｀

T4t = (g_ g 5 土 o. 35) X 104y 

となる。（尚誦‘正｛直知雇 IJ: 0. 9 fJ 5 0 と、ある）。こ礁 IJ'.び囮四這知
誤ゃ測史為固の椋差が‘居豆こりな＼ l 汎⑰oノ⑰遺促0)飩差さ走之琴、
| 0％以上這差彗這籾ばならな l l 。寺瓦<I'40ノC,44 I璃兒酒 lこかっこ最
大 100％黒る偽が報告芯れてし＼ることにも立施しな 1炉叫｀ならな [I. YAFF 

E らの l9b2 年q寸ータ匂我々の吊U E 囚 K ノ 01o 誇て信す嗚し直すと I. 7 x 

1os1 とな＇）我々りに桔近く薬る。
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2 A 13 釦、 50He7 f易子による駿元垂． h 5 の 7Be 生成断 OO租

°井一旦い夫•口中市男（皮大枝研）

T(l bl e. 1. 7B e />!_o__必叫芦だeac ficn,s b~lo如〇厨

T^ 吋ょ

Li 
(Li]..0-PowieY) 
Be 
(Be-!-(叶成）

B 
(f3 -He+(}..12.) 

C 
((frザh i re) 

N 
(VN ••PD 心Jqy)

゜(Sr Orjiｫ-'>>) 

（伍o-powder) 

£eac が況

、7L;(FJ九）

7 Be(PJ士 9、
(p,れ）
（ F，，p口t)

io 8( fノol.)

(p, p士）
(p'琥,,r,)
(p; 2..cl) 
(p,2p四）

IIB( p2 ぺり
(p.) p士'71.,)
(p)甜e四）
(. p, 24  11.) 
(p, 2戸IJ/.)

i2C(Pノ ¢Li)

{ [: dol.p岱
(p，えが）

r4N"(·p、i B.e)

(f, 2~) 

(f-7L:f) 
(f, 1,L; fn) 

ib 
0(Pノ /08)

(fヽ丸；o<)
(f, 2ol. rJ.) 
(p、 1Be p)
(p, 2d.パ）

ュよ ( pノ 2加）

ThrohoIん
已nevgン (Heす）

I.1 

/3,4 
/Cf、 5

22、?

j,2 

20.5 
2-/, i 
2-s,o 
2 ー(. i 
II• .2 
32 、 9

33,7 
37、ユ

42.1 
21、 5
2¢、/

23.5 
幻る、以C

/0.5 
i /9 、,2.

ュ↑． 3
37、 6 ，以：c

2ヽ．？

3 /、 6
3 3 、/
33、 3

3S、 5

2.5.I 
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桂元京(L;I Be）凡 C) 凡 0)
と 5v 豆 Heア陽手との反応

i：：：：よる厖eが主成断面積を渕
定した。 戌厚は現含jな杞

逹分焉且と行 ll) Ge(L;) 否よ

·-u叫ー叫l( て•` 7Bし(lJ'f- 77kぷ

r を測定したゥ ＇国乎の断
西租 11,天然同位イ和俎成の屯豆

デこ東t，ーゲットとした他

ずあ~ o C i1 ~f -2) 0 位

があ')) Li) N) 0) ター

ケ"‘‘})- iこっ 1) て 1本銑tt-免紅

中て＂ぁ 3 。 こ次らの病果

はア嘉にあげ弓栓元素の同
位臼繹‘に関す 3 研襄の差

庭デ＇ータとしてィ£立ぅもの

て＾あ 1, t,?, 1:.? /3e はクトつ

軽社の生成祈厄猿乙見受分
析品によって測忠 95 隈の
茎浮にt,, 3 う。 ま E 序年デJ
ぇも不純功 53,1 1な含金淡、

毛成分しして各え金ふ‘ふど｀
の放的J心夕祈にも応用イさ

よう。
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2 A 14 中国配ヤ／5回紘饂発央験のフォー lレアウト（こユ旦工

封潟犬瑶． 0,/1 t.L麟太的クぱぽ於木俊斌生湮愁道
囮田起紀 {.:::誤終加葎脩弥
筍号菓公宕珂 殴 l灯吏政

知国中0訪澳癸実度心，伶年 6／幻， /2 時店分（＠本蛉旬）に函部地こど空エザ
なわれだ。莉潟で 1古\7/1 日芽衷1'1最初の放紺徳（otl)を知。衣いで、 7／五―-；；霰豆］：

ー・ ...一,-···,--,·--··

わたって翠イアント八°ーティク］以 GP ） か＇蹄下。 GM サーベイメーダ（／，見辺c1l'l::r.ー・一』＇
···"-••---···--

霰困定）で祉）足した所， 300^Il,ooo cfれめ呼が臼幻 l~2 f®検此巧うーの
呼のうち--...2,000 C厄以J::の名のを採取し）詢叙錠観房fre,(L L) 栓池羞竺．ーiーぞ『線
洵足ぉ、圧的釘紅行なった。今幻呼 lょ党灰の知のとわ＇底）罠な 1ヱ．いて独必

— ー ・・ー・

心編な即如的によっl.. 1“れ以下の放飼印麟手に今が,~-t=-たい蜘監競謬
-- -----•ー・•一・

麟できたもの（表1 h 舒 1~70) は 10 卸 1：：すぎない。砕2,-IO Iょ高臣絋麗釦蟷
栃粒各て｀｀ f芝条の士ti')によく似ている。蛍一体として冷鎚汀ながっだ舟毅粒る逗ー
之とめに、 L て＂集脳炉乙して委 11：：系ず0
直或戸 I) 誼姐レた叫庭‘員鯰癸碕に名渭芳各核娩の辰安数よ砂遣窪文

心ずするは：（和式07l.._,占が直）を表 1 （二子、ず。参贅のため矛 12 回（雨）お姿空＇炉3 固
（舒）。臼年ぶ比釦疇可。今瓦頑む涼す F畔砂迄菖向疇（2l(}釦傾
応、よな‘文鼠：：： (h 7 ていみものと L5 べて板1めて蒋要約である。従人―主ー／一即中（之
叫“'1J1r, 132花，唸«,2..翫叫p炉多く含;:: ITT.)岬 Iコ戸嗜＇危叩など｀が多ヵ＼っ百が＂r
今固［土針？中（：喩u 字が多く）'1'7z;ャ等ほほと臼巌出されず．冷澄丘雨は針Pと発察ゥI差＿認め

ー..→···-←......

ぅれなかフだので／ 7/I1 /1局とミリポ゜アア11レダ (0,4氾）で伊達しだ o i戸殴中に（ょ双
• •・ ・・・ 9 -—·ー・ー ・

紺徒バ鯰ざ池ずゃ）ダ身澁｛2 めみ宕曾11/旋射策£検比：：の殊凌の Fy砕Bn心如＿1吐ー集
釦瓜If)士のと似ていて，今幻氣：：： （ょぽ粒手が尻＾ ：：：とが今っセ。王が皇合体
(J')行己妬泣如瑾ー1~lo iT1毛tf)の季均 1年禾している。

芳汲h 分屯紐さ水た（委1う。こ出 1ょ矛／2） (3 回亘，知た従来の文献心癸表さ吹
セ例はな\I\ 9..'::. り梃年 F疇。匹な（ょ（吻＋露）直、合裂生戒平を限定する場含
約，—？,-7 で 1ょ辺00 讚賣：：：：太ぎな｛土である，壬／吋p疇束一定と莞えぅれてし1
だが＇｝表｛っ柔すよテにか引ば応駁手で Iヽつヲついて（ l る，今｛勤 Fro..迄元怠に 1匂
ずる兵広硯襄｝生ぉ、戸素和釦ら和から祓娩1釦這即虹成‘勿クの国釦·
ようt：：更んみが｀、 2;#:緯釦 F畔ら品遣と X, y籍：： 7°O ットすると（下雇）；（賓
惰ん）；（”吼，m花）；（（o依烈，1'知）； （82Te 戸U) の I句に存遺り因劇生かー飽出さ在をか／ヅI ォ
よな‘23勺について（ょ有姜、な向係がなく）伊l えぼ，（明｝ ｛仰塩）と（吃，苫勺）で（ょ粒矛（こ

よって lょ一條粕の 1釘係が存在戸。
澱綬銑傾羨z よ水（t‘，詔尋競約力に非拳 l皇＜』口差文のf舟ば謬（コくを渇＜，
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紐麟そのを立は二年べ‘：：旦泣立＼五こ遠遠畝？＇‘-丸ふ←各茎旦：竺墨虞鐙下ーでの
揺疇：豆麦立素虚疇犬戸尋安I とL だ 1。旦知色．ばすべ＼工．旦疇＜．9
従束¢彗且趨均疇翌色！耳血ぃ＇五はながった」e----•一•- -ｷ- -• -- -

芦逗旦色差竺入□□互分析結定：：よ＇ら山一年―[5し以応―--Aーに属--Fり］；
年生［い翠燻虞旦立i亙忍[TAい［応区（＜心 (M§国う］口ここーリ—•J-:一豆ゃ瓜浅
危．ふ玲l――；こ―（.“Qb_ 5~釘＇上一直昼庄＿）＿J[)よ 1石五尋登隻喧羞すろ七の疇ぎ．L
み．一二＇とか、でぼる。 _ . : ! 

第 1 表中鵡 15回核爆発奥験にJる 7 ォー）しアウトの F図ctionat1on(呟Mo に対す幻比）

二疇攣）”Mo9—9丁1t1c IOi<U 閲落h 131I 呼e-132I 喘芯 23u 7 * 239..N, p * 咽pだ布壬禎6.06 3.0 0.95 3 1 4.7 6.35 

Ro i n(%)2し 4 ら 1d 1.00 0.27 l.6q 1.31 0.41 ~o 0.72 057 0.80 

如il'l(o/t )50 0. 5. l 6 d 1.00 ~O ~o 0,73 0.23 ~0 0.8q 0.81 0.91 

珈頑疇隠 I 6.59d 1.00 8.40 0 60 2,76 1.15 1.95 

G-P-1 （五献朽） 6.6od I 00 16.6 105 2 ~o 2ら8 l. 77 I. C/6 I. 72 0.88 844 

GP-2 （球） 5.62d 1.00 い73 ~ 0 I. 77 1.68 0.24 9.27 15.4 1.67 咤5

GP3(IIIl削形） 6.11d 1.00 I 6. 2 102 

＾゜
2.68 2. ら5 ~ 0 ~O 710 

GP-4 7.57d 1.00 14.3 48.4 1.14 3.03 0.80 O 78 1.21 1.54 2090 

G-P-5 （も初） 8.01d 1.00 092 7.61 ~0 0.26 0.48 0.10 0.33 3 22 

GP-6 （もうい 8 ．らqd 1.00 I l. 8 72 ~0 3.54 267 0.7C/ l. q 5 2.45 54.0 

GP汀 c;.ood I 00 7.q5 q8 2.56 9.05 4.32 I.'23 4.86 396 554 

GP-8 （もうい） 10 、 16d 1.00 2.86 44 ~o I 28 2.02 0.72 2.79 3.88 940 

G-P-9 11.55d 1.00 16. ら 0.52 341 2.12 3.61 6.5q 1.83 61 ワ

G-P-10 （封） 10.71d 1.00 ~0 l 74 ~0 0.31 0.48 0.20 O 58 2.QO 340 

集合綽 9.6叩 I.00 8.00 53 0.51 2.38 1.45 1.46 255 l. 75 

Ra iVI （身硬 6.1qd 1.00 3ら2 ~0 3.76 I 12 142 3.65 8.q 25 

<:;-P.2 （釘3回； 4.2 らd 1.00 ~o ^O 0.23 0.15 0 20 0.12 0.38 32 

十） ユ吋疇ば禄子数の比を禾す， ー一•
的（6SRuー（疇｛の比は(i.)勺＋れ丑）の底ク製生戒、和 1敗定する煽合は，こっ危

d) (),22 倍 (2 なる。

文献： 小ム他：ナ(6阻杖危化釘荘鯰距旨臭f,(# ({972，蒋澪）．
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2 A 15 ィ氏レ八＂）レX討良カウンり一(J) )l" Iリりり’'ランド I：：つし 1 て．

原｝燃料工業武山研究所 0苺福宏
東有大学理学音f片俯週 霜甜匂［天
庚克大学理学評ィヒ学 馬叡夫索OT専

（序言倫J 昨年のサ 16 回放射仕労言寸詩扁号 l：：：択々て．漕者う o 唱作した低し A’') し X
鰈誼楚置の翻↑定しt::。そ(/1段柑ヤ·.装置 Iさ官盾ら0\ 7cif突目的t屯灰｀す 3 I ：：左~
和5'出仕貸tt 4席えては 1I T：力、．．． 更に装置の自粘冷t数を下 It.. 5 月. pulse r i s e.七ime

di scr im i na七ion Ql適用和令式み T= 。

Pulse rise time d i scr i m i nati on では 5ま房．t；；ヵ、．．ぅ月 9.t冷t業文t絹蓄に浪り‘t t 3 

：ヒ I Jて••を「；か、た。 しかしそ o 賞聰Q\ヽ息詣て．’． X 計息カウンりーの I(‘ 、')り・り．91 7 ゾ
ドに, II 了かt;-') Iす，了りし T：：ぼD 見そ得i:: K n;• て，．で「:,_.

月p 5 的t;町碕．蔽知＇顆mr苓□ 1: よる回路tt叩混蔽這して「；ぷ豆
布す 3 月歴甘m t因 Iit.カウン月一打料中 1::. 管Jれ．ふ方t,,「＇けネ託曲て••ふi L 1 珪
定tれ 3.

カウンター打料ヽ：閉し"? Iす．文献‘も言恥充分t；；井意江 U. 7 o 註昂ヒして憮
醗，責罪1 t 1 克用しに(/1でょ 3 h立無軌刈頃涸中曰ii' 10 知v以下Qェネルキ＂一t f寺っ T：：
放 l1諒石出す不もそ牛傭拭をすれて↓ I J k 府えiれ 5 ． すた湛牒す：ゎ 1t 1.. 11 「；； II な：
:: 0 樺定t克付 1t l 眉 nr；；事喰ヒし'.カウン 9 —内面名＝，＇）サ Iレて＂コーティンi'
し r：：と： 3 目豚打数が約109" 1 I:: ；賊：少し「＝ ：：と力；｀楕~ IT`.5 いる。

(Pulse Rise Ti m~ Discrimination 1 近年 x綿天文守q叩里予て·,l古。乍喩空
応 X 届息t穀瑣りす 3 為〇ケヽヽ、卜にiい‘ぶ・ x i岳ヵ内;:.. ff -q釦mt杖叶居去可 3
方：もとして．pulse rise time d i scri m i na ti on こ囲用す 3 よう I: T;; ｀てぇt-::.。

ヤ 1 図 これ 13. X 穀 m;:.. fy -1: 方：て、

Block Diagram of Low Level X-Ray Counting System 

With Pulse Rise-Time Discrimination Circuits 

-7 0 -

消ぽ可t\亀． 3)(桟 I ：よって柑ず｀ 3 
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2 A 16 気仇埒稲計巖却晶イ丘レベルトリチウ碍肛包去の考察

（九這） 。高属知正．百島則孝
（九犬エ） 政町幻彦

目的 夭然に通常存在す纏度のイ豹レベルトリチウム (o-,_, /oooT u.)紅｀さるだ
虚詞訳．正確這定するか去 5考菜すること豆精の目的とする。iず｀第一
役階としで｀挽約着嘘献籾成によるトリナウム剰定蛾のいらいら芍条件ふ検討し
どの方盆が低レベルトリ今ウハ裸1定に最も世Lレでいるかを見ぃ俗すことを目的とした。
呈星坦彗 蓑置としでは、 I?61年以来九文放射性I可位元素総合実験密に竣
筐む叫放肘鱈素恥｀規定に利咀されてし l らものふ利用した。たにレ、拭料蘭
製羨霊抑釦改造只水素築生装置＆恥）つげた。

•-- -7---~ ／頃 Shleld | Man Electoh)cs 
I & mp1eII I I 。 AhわiC()i nc`Ide心
| pmparation ce？む。P凸 Hei印
Appamtus 釦a4 &unter Pisor i m i mtoレ

゜ S c＾応s 如．Gua以
紅mter PeT，仕切r_

nフが""'

ニ：二pri nter|
水素茶虹装置で作知仁7K壽口試料網製装置に鳥入レ講繋し？クn柘図贔几
に入れる。伽恥伍叫らはイ府稽が｀ぇ£で々のすぐ青）は房さ如訳乃珍差紡ポ録
沢にかード＇カウンり一、 さ 5 に扇さ IO戚の鉛て伍ほ叫ていら，高圧篭原は大阪壱
疫禦印IOざ翌おより雀er 珈gns 裕clf;c在製の 5虚0ア雹癌詞いている。計数ィ認号は主エ
レワトロニりス部に送られ、；更に結果が｀臼釣的にアリントされる。
箆一堅技鰈邑0 試料覺倅網梨痰として）史の反応紗j用したものか考えら机
な 1) はCげ狐O→.0J± t Co. (OH)ぇ

訊0 tみ竺らHけな0 価十①占与£!:!!t2./--/2.0 

3) 恥O tかt ①戸旦庄＋z,, O
4) 庫0 -tか竺衿年:t Zn O I七O t~竺均坦t喰0
扉0+u主塗迅:kt uo~ 

5)2印万証l:2-旦年ユ
G) HT 十匂比直→竿止上
詞T +GH3C三OH旦坦

こ吼りの屈応の中で'1) と 2) はIs,訓届伽cto砕Oh <:J)起こることが考え 5 収るので＇｀
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芍ましく符い。 s)·6)· ~)ではトリ今ウム£含む水素の目かに、 トリチウ令を含ま材
喜化水素化麟戸原料に用いるので＇｀庄成物平のトリ今ウムが希旅でれるとり
う戻、点がある。そこで本屈兇では 3) と 4) の反応ふ利用することにし考冑 u た。
その和泉み・増•Ru叩＇固相釦遠・比0•蒸梵研ど＇ど少量ずつ充して反応在行芍わせる
\}わゆゐフロー式では 3) の反応は虎んど進行せず、分の反応も翁足に進行しtJい
ことがわか 7 た。そのため約 5／の吸封されたズテンレス製落器の中で反応させ
る 叫わゆる I\` ＼ッチ式も採目することにした。 この）＼＇‘s／介式によ叩ユ"4)の反応は
短疇て＂忠緒するが3)の反応には/0 呼洵以上も要することがわ介‘った。
麟乞江配仁尼紐成に対す夕吐鞄吐足 庫（ X貶）か叉旦極めですぐ｀叶た計

数釘＇スであることが、すて｀＇に放肘l'生茨飼，J定の場合に年H されてし）る。々中ゆ
え叩スは綱製でえう a 〈ゆけば、計敬上の仰應は全く炉）。』にCH叩｀＇スの刹，セ、
は須）定忍了綬2.00以程足の） lヽさいわ｀ンベ＇にトラッ 70 し 7保存し、固じかズ 5 いつて'’万
再咽l定できることである。

疇足に抵レベル放創慨制定歪効果的に行fJうにはカウンターの臨k GHJund...足
小さくし｀しかも試料忘大量にいる必患がある。一定容祷の影本堵計数管区用い
る場合に旦大量の瞬斗もとるため試料梵体を計教惰に高圧に封入し吋ければ1J
ら甘い。てきるt：：：：け高圧か嗅疇レいが計教管の酎厄捗•高圧に件うか｀又須祐、
印相霰圧忍考慮．して圧力が｀序めら中る。使用した装置の場合には～22oc,,,f//J経
虔珪て＇は）呵題tJく現IJ定でさることがわ力’フた。水素ガス£ 1 既芦以上圭、1入する<7)
ば己ず発生した水素が又ふ索贅要令合で＇序却した知パのジリカゲ＇）レトラッフ゜
に捕集レた媛、それ忍加悠．してカウンターに押し込む方芸£とフた。ポ含ガスを
単独に計敬がスとして用いると、カウンりーに放疱が起こり捌定て｀｀さ灯＼）ので、
壻止廿又として少量のメタソ、7" 1フ I ＼゜ンなどの有概準ガ｀叉 5喝合する央要ガある。
そこて’'試料水帝廿叉頃硼叙の花令比玖叩甚）に笈化させ7 フ°ラK —碍／生を調炉。

：巴ヌは 7゜ごり『認I;:I 1::I□I :: 
牙の節慕水表ーメタ::/令は泥合比 200 `̀ 20 より’y tが噸域で 300 ～ 1ooV 0)えぅ
ドーがみ 5 碍 2,,/0 、` /0 のぅ昆合比て｀｀も／00~lsovのフ°ラトーが＇みられた。やれに対

し水青ーフo t:7 |Y ン糸では:;2.00 ミ 2o .Jり水景が少｀tJい錯域で＇口～300V のプラトーが

応鱈が、 9 2/0 、‘/0 てはプラトーば全くみ 5 れ勺い。プブトーの叩心選J王ぱ
水素ーメタン糸て’'ば午 3⑰寸であるのに対し、水壽ーフ°口/\"ン希では 3700V て｀＇
ある。、‘の魚．ガう考えるとぷ素ア 1フ） Y ン手が有創てある。
ニ 野戸のぷ瞑．呵）1| ポ材と’'要陥の試斜履ll定甜果長フヽ）てガ、
正べる。
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